
宅配漏れ お問い合わせは へ。次号の宅配は 月８日 日 です宅配漏れ お問い合わせは へ。次号の宅配は 月８日 日 です

２・３面 脱メタボ支援、
高槻ええとこクイズラ
リーなど

４・５面 協働フェスタ、
市民スポーツ祭、高槻
シティハーフマラソン
参加者募集など

８ 面 お知らせ、傍聴
できます、催し、公民
館、伝言板など

面 フォトニュース、市
広報番組案内など

安満遺跡青銅祭を開催安満遺跡青銅祭を開催
（２面）（２面）

高槻市コールセンター高槻市コールセンター

市の手続きや制度、催しなどは市の手続きや制度、催しなどは

午前８時 午後９時午前８時 午後９時
（年中無休）（年中無休）

おかけ間違いにご注意くださいおかけ間違いにご注意ください

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

広報たかつきは、市ホーム

ページでご覧いただけます

絵
の
中
の
大
き
な
船
が

三
十
石
船

で
す
。
全
長
約

、

幅
約
２
・
５

、
乗
客

人
に
船
頭
４
人
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
三
十
石
船
に
こ
ぎ
寄
せ
船
客
に
食
べ
物
や
飲
み
物
を
売
っ

て
い
る
舟
は
、
高
槻
・
柱
本
発
祥
の

く
ら
わ
ん
か
舟

で
す
。

歌
川
広
重
画
三
十
石
船
と
く
ら
わ
ん
か
舟

（
枚
方
市
教
育
委
員
会
所
蔵
）

江
戸
時
代
か
ら
続
く
民
俗
芸
能

淀
川
三
十
石
船
船
唄
は
、
江

戸
時
代
か
ら
続
く
貴
重
な
民
俗

芸
能
と
し
て
、
平
成

年
に
府

の
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
毎
年
、
淀
川
三
十
石

船
舟
唄
全
国
大
会
が
行
わ
れ
、

人
を
超
え
る
唄
い
手
が
全
国

各
地
か
ら
参
加
す
る
盛
況
ぶ
り

を
み
せ
て
い
ま
す
。

６
・
７
面
へ

６
・
７
面
へ

続

く

続

く

船唄が視聴できます
淀川三十石船船唄大塚保存会・市川廣さん
（上写真）が唄う船唄が視聴できます。左の

コードからアクセスするか、市ホーム
ページの てれび局 → おたのしみ ペ
ージからご覧ください

ヤ
レ
サ
ー

こ
こ
は
大
塚
榎
の
茶
屋
じ
ゃ

ヤ
レ
サ
ー

こ
こ
は
大
塚
榎
の
茶
屋
じ
ゃ

ヤ
レ
サ
ー

ヨ
イ
ー

ヨ
イ
ヨ
ー

ヤ
レ
サ
ー

ヨ
イ
ー

ヨ
イ
ヨ
ー

広
い
淀
川
の
水
面
を
伸
び
や
か
に
響
き
渡
る
声

。
こ
れ
は

広
い
淀
川
の
水
面
を
伸
び
や
か
に
響
き
渡
る
声

。
こ
れ
は

江
戸
時
代
に
、
京
都
・
伏
見
と
大
坂
・
八
軒
家
を
結
ん
で
淀
川
を

江
戸
時
代
に
、
京
都
・
伏
見
と
大
坂
・
八
軒
家
を
結
ん
で
淀
川
を

行
き
来
し
た
乗
合
旅
客
船
・
三
十
石
船
の
船
頭
が
唄
っ
て
い
た

行
き
来
し
た
乗
合
旅
客
船
・
三
十
石
船
の
船
頭
が
唄
っ
て
い
た

淀
川
三
十
石
船
船
唄

の
一
節
で
す
。

淀
川
三
十
石
船
船
唄

の
一
節
で
す
。

今
は
姿
を
消
し
た
三
十
石
船
で
す
が
、
唄
は
多
く
の
人
に
親
し

今
は
姿
を
消
し
た
三
十
石
船
で
す
が
、
唄
は
多
く
の
人
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
形
や
物
で
は
な
い

唄

が
現
在
ま
で
残
っ
て

ま
れ
て
い
ま
す
。
形
や
物
で
は
な
い

唄

が
現
在
ま
で
残
っ
て

い
る
の
は
、
長
年
に
わ
た
り
唄
い
継
い
で
き
た
人
々
が
い
る
か
ら

い
る
の
は
、
長
年
に
わ
た
り
唄
い
継
い
で
き
た
人
々
が
い
る
か
ら

で
す
。

で
す
。

今
号
で
は
、
情
熱
を
か
け
て
船
唄
を
今
に
唄
い
継
ぐ
人
々
を
取

今
号
で
は
、
情
熱
を
か
け
て
船
唄
を
今
に
唄
い
継
ぐ
人
々
を
取

材
し
ま
し
た
。
船
唄
の
魅
力
を
探
る
と
と
も
に
、
地
域
の
文
化
と

材
し
ま
し
た
。
船
唄
の
魅
力
を
探
る
と
と
も
に
、
地
域
の
文
化
と

歴
史
を
守
る
大
切
さ
を
考
え
ま
す
。

歴
史
を
守
る
大
切
さ
を
考
え
ま
す
。

特集特集

淀川三十石船船唄淀川三十石船船唄

三三島島江江

昨昨年年ののココススモモススロローードド

展展示示ススケケジジュューールル

桃桃園園ギギャャララリリーー

ええききちちかかギギャャララリリーー

展展示示館館けけややきき

展展示示ホホーールル

交交流流ギギャャララリリーーははななみみずずきき

市市広広報報番番組組案案内内

情情報報
ワワイイドドたたかかつつきき

○○９９月月 日日 日日 放放送送

○○ 月月１１日日 ９９日日 放放送送
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北北
摂摂
身身
体体
障障
害害
者者
スス
ポポ
ーー
ツツ

レレ
クク
リリ
エエ
ーー
シシ
ョョ
ンン
大大
会会

青青
空空
太太
極極
拳拳

障障
がが
いい
者者
スス
ポポ
ーー
ツツ
講講
習習
会会

ララ
イイ
フフ
・・
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
・・

ザザ
・・
ウウ
ォォ
ーー
クク

高高
槻槻
市市
民民
ハハ
イイ
キキ
ンン
ググ

安満遺跡青銅祭の出演に向け練習安満遺跡青銅祭の出演に向け練習

ダンスと音楽で市民と祝うダンスと音楽で市民と祝うダンスと音楽で市民と祝うダンスと音楽で市民と祝う
市
制
施
行

周
年
中
核
市
移
行

周
年

市は 月 日 、市制施行 周年・中核市移行
周年の記念セレモニーを、高槻現代劇場で開催

します。第一部では主に市政功労者を対象とした
記念式典を、第二部では、音楽とダンスによる市
民協働イベント 安満遺跡青銅祭 を行います。

市
政
へ
の
功
労
に
感
謝

第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
、

市
政
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
・

団
体
へ
の
感
謝
状
を
贈
呈
す
る

と
と
も
に
、
姉
妹
都
市
の
島
根

県
益
田
市
と
福
井
県
若
狭
町
の

郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

高
槻
ウ
ェ
ー
ブ
生
か
し

古
代
の
高
槻
を
表
現

第
二
部
の
安
満
遺
跡
青
銅
祭

は
、
毎
年
高
槻
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
る
ダ
ン
ス

高
槻
ウ
ェ
ー

ブ

を
生
か
し
た
舞
台
で
す
。

映
像
を
駆
使
し
て
、
高
槻
で

最
初
の
環
濠
（
か
ん
ご
う
）
集

落
が
あ
っ
た
安
満
遺
跡
な
ど
の

歴
史
解
説
を
行
い
な
が
ら
、
音

楽
と
ダ
ン
ス
で
弥
生
時
代
の
高

槻
を
表
現
。

こ
の
地
の
は
じ

ま
り

突
然
の
使
者

す

さ
ま
じ
き
航
海

勇
者
た
ち

の
帰
還
の
４
つ
を
テ
ー
マ
に
、

多
数
の
市
民
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が

登
場
し
舞
台
を
彩
り
ま
す
。

高
槻
ウ
ェ
ー
ブ
は
、
安
満
の

ム
ラ
に
住
む
人
々
が
魏
の
国
へ

向
か
い
、
青
銅
鏡
を
持
ち
帰
っ

て
く
る
物
語
を
表
現
し
た
ダ
ン

ス
。

船
が
出
る
出
る

帆
を

あ
げ
ろ

絶
対
帰
っ
て
く
る

ん
や
で

と
い
う
歌
詞
は
、
海

を
越
え
よ
う
と
す
る
当
時
の

人
々
を
描
い
た
も
の
で
、
い
わ

ば
、
本
市
最
初
の
市
民
た
ち
の

物
語
な
の
で
す
。

市
制
施
行

周
年
を
楽
し
く

祝
い
、
古
代
の
高
槻
と
出
会
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

プログラム
【開催日】 月 日
【会場】高槻現代劇場大ホール
【定員】先着 人

第一部 記念式典
時間 午後１時 ３時
※来賓者・感謝状の贈呈者が
多数となるため一般来場席に
限りがあります
問合先 営業課（ ・
）

第二部 安満遺跡青銅祭
時間 午後３時 分 ５時
分 ※第二部からでも入場

できます
問合先 政策推進室（

・ ）

は
に
た
ん

最
近
、
豪
雨
や

雷
で
天
気
が
大
荒
れ
。
地
震
も

各
地
で
よ
く
発
生
す
る
し
、
な

ん
だ
か
恐
い
。
実
際
に
災
害
が

起
こ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。

市
長

は
に
た
ん
は
も
う
、

各
家
庭
に
配
っ
た

た
か
つ
き

防
災
ノ
ー
ト

に
記
入
し
た
？

は
に
た
ん

途
中
ま
で

。

ど
う
し
て
、
み
ん
な
に
配
ら
れ

た
の
？

市
長

ノ
ー
ト
に
は
、
家
か

ら
避
難
所
ま
で
ど
の
道
を
通
る

か
、
家
族
や
友
達
と
の
連
絡
方

法
、
何
を
非
常
持
出
袋
に
入
れ

る
か
な
ど
の
項
目
が
あ
っ
て
、

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

ん
だ
。
災
害
に
備
え
て
普
段
か

ら
ど
う
対
処
す
る
か
具
体
的
に

考
え
、
確
認
し
て
も
ら
い
た
い

ん
だ
。

は
に
た
ん

じ
っ
く
り
考
え

る
こ
と
っ
て
、
今
ま
で
な
か
っ

た
か
も

。

市
長

自
分
の
身
の
安
全
を

守
る

自
助

、
地
域
や
身
近

に
い
る
人
同
士
が
助
け
合
う

共
助

、
そ
し
て
、
国
や
市

な
ど
が
災
害
対
策
に
取
り
組
む

公
助

。
ど
れ
も
が
大
切
な

こ
と
な
ん
だ
。

は
に
た
ん

災
害
か
ら
み
ん

な
を
守
る
の
は
国
や
市
の
仕
事

じ
ゃ
な
い
の
？

市
長

東
日
本
大
震
災
の
よ

う
に
広
い
範
囲
で
被
害
を
受
け

る
大
き
な
災
害
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
早
い
段
階
で
の
自
治
体

の
助
け
は
難
し
く
な
る
ん
だ
。

助
け
が
来
る
ま
で
待
っ
て
い
ら

れ
る
か
な
？

は
に
た
ん

待
っ
て
い
ら
れ

な
い
よ
。
近
所
の
人
と
助
け
合

う
し
か
な
い
ね
。

市
長

そ
う
だ
よ
ね
。
市
で

は
地
域
防
災
の
中
心
的
役
割
を

担
う
防
災
指
導
員
の
育
成
や
、

自
主
防
災
組
織
の
拡
充
も
図
っ

て
い
る
よ
。

は
に
た
ん

共
助
の
体
制
づ

く
り
も
進
ん
で
い
る
ん
だ
。
安

心
、
安
心

。

市
長

安
心
す
る
の
は
早
い

よ
。
一
番
大
切
な
の
は
自
分
が

無
事
で
あ
る
こ
と
。
災
害
時
の

基
本
は

自
助

だ
か
ら
ね
。

は
に
た
ん

す
ぐ
に
防
災
ノ

ー
ト
の
続
き
を
や
ら
な
き
ゃ
。

．

４

フィットネスの無料体験でフィットネスの無料体験で

市
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
改
善
の
た
め
に
、
民
間
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
の
無
料
体
験
チ
ケ
ッ
ト
と
、
特
定
保
健
指
導
利
用
券
を
８
月
中
旬
か
ら
送
付
し
て
い
ま

す
。
対
象
は
、
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
で
、
メ
タ
ボ
ま
た
は
予
備
群
と
判
定
さ
れ
た
人
で

す
。
上
手
に
活
用
し
、
メ
タ
ボ
を
脱
出
し
ま
し
ょ
う
。

メ
タ
ボ
の
改
善
・
予
防
に

は
、
体
を
動
か
し
、
内
臓
脂
肪

を
燃
や
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

無
料
体
験
チ
ケ
ッ
ト
は
、
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
無

償
で
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

カ
所
（
下
表
）
の
ク
ラ
ブ
で
利

用
で
き
ま
す
。
過
去
の
デ
ー
タ

で
は
、
利
用
者
の
６
割
以
上
が

腹
囲
・
体
重
と
も
に
減
少
。
ま

た
、

運
動
習
慣
が
身
に
つ
い

た

と
い
う
人
が
増
加
す
る
な

ど
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
役
立

っ
た
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し

た
。施

設
ご
と
に
体
験
内
容
は
異

な
り
ま
す
が
、
初
回
体
験
か
ら

３
カ
月
間
継
続
し
た
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
初
回
体
験
の
有
効
期
限
は

来
年
４
月

日

で
す
。

特
定
保
健
指
導

併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

特
定
保
健
指
導
は
、
医
師
や

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど
の

専
門
家
が
食
事
や
運
動
な
ど
約

６
カ
月
間
の
行
動
計
画
を
立
て

サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
体
験
チ
ケ
ッ

ト
と
併
せ
て
利
用
し
、
よ
り
効

果
的
に
脱
メ
タ
ボ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

初めの一歩は

特定健診
まずは特定健診の受診が
健康への第一歩です。
特定健診の対象は、今年
度 歳（ 歳の誕生日
前日まで）の市国民健康保
険加入者です。受診券（４
月に送付）と被保険者証を
持って、指定された健診機
関で受診してください。集
団健診の日程は本紙 ほけ
ん コーナーに、随時掲載
しています。
健診の結果通知（メタボ

判定）は、受診から約１カ
月後です。メタボの疑いが
ある人には、結果受け渡し
時に特定保健指導を行いま
す（体験チケットは後日郵
送）。 ※受診する医療機
関によっては、健診受診の
２・３カ月後に特定保健指
導の利用券と体験チケット
を郵送

問合先
健
康
づ
く
り
推
進
課

８
８
０
０

問合先

施 設 名 施設の特徴・メッセージ
カーブス今城塚古墳前
（岡本町）

女性専用施設。今、注目の 分間の筋力トレーニング。
個人のお悩みごとに相談しながら健康づくりをします

カーブス高槻駅前
（上田辺町）

女性専用施設。有酸素運動・筋トレ・ストレッチを組み
合わせた運動を 分で行い、個人に合った運動の提案を
しています

カーブス高槻川添
（川添二）

女性専用施設。運動が苦手な人もコーチと一緒にできる
ので安心。あなたの健康と笑顔を応援します

ゴールドジム高槻大阪
（紺屋町）

高槻駅から直結で便利。トレーナーによる運動指導
で、初めての人でも安心です

ザバススポーツクラブ
デルタ（朝日町）

専属スタッフが指導。グループなので楽しく続きます。
運動後は露天風呂付き入浴施設でリラックス☆

サーキット高槻
（芥川町二）

女性専用施設。１日 分の運動で元気ときれいを手に入
れましょう

スポーツクラブ
摂津富田（富田丘町）

トレーニングマシンのほかエアロビクス、ヨガ、フラダ
ンス、自力整体など週 本以上あるプログラムも利用
できます

スポーツクラブ トライ
（深沢町一）

レベルに合わせ丁寧に指導。使用するマシンはリハビリ
にも利用する関節に優しいものです

ティップネス高槻店
（上田辺町）

シェイプアップや健康づくりに、ぜひご利用ください。
プールもあり、マシンも充実しています

！柱本店
（柱本五）

女性専用施設。ジョギングボードと油圧マシンを交互に
行います。初心者も気軽にお越しください

施 設 名 施設の特徴・メッセージ
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デデ
ジジ
タタ
ルル
デデ
ババ
イイ
ドド

解解
消消
個個
別別
相相
談談
会会

緑緑
のの
相相
談談

人人
権権
講講
座座

映映
画画
とと
おお
話話

火火
垂垂
るる
のの
墓墓
（（
実実
写写
版版
））

自自
然然
観観
察察
会会

秋秋
のの
鳴鳴
くく
虫虫

声声
をを
きき
いい
てて
みみ
よよ
うう

神神
峰峰
山山
のの
森森
自自
然然
園園

秋秋
のの
自自
然然
観観
察察
会会

北北
摂摂
ウウ
ィィ
ンン
ドド
オオ
ーー
ケケ
スス
トト
ララ

秋秋
のの
ポポ
ッッ
ププ
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

高高
槻槻
市市
・・
島島
本本
町町
防防
犯犯
大大
会会

女女
性性
歴歴
史史
連連
続続
講講
座座

時時
代代
をを

越越
ええ
てて
生生
きき
たた
女女
性性
たた
ちち

講講
演演
会会

終終
末末
期期
古古
墳墳
とと

そそ
のの
被被
葬葬
者者

古古
代代
三三
島島
のの
道道
官官
衙衙
寺寺
院院

秋秋
のの
文文
化化
講講
演演
会会

淀淀
川川
のの
古古
代代
文文
化化

今今
城城
塚塚
古古
代代
歴歴
史史
館館
でで

ハハ
ニニ
ワワ
づづ
くく
りり
教教
室室

昔昔
ばば
なな
しし

ひひ
とと
めめ
ぐぐ
りり

大大
阪阪

摂摂
・・
河河
・・
泉泉

高高
槻槻
でで
講講
談談
をを
楽楽
しし
むむ
会会

自自
閉閉
症症
者者
施施
設設
協協
議議
会会

支支
援援
のの
カカ
タタ
チチ
をを
考考
ええ
るる

ふふ
れれ
ああ
いい
ひひ
ろろ
ばば

ガガ
レレ
ーー
ジジ
セセ
ーー
ルル
出出
店店
者者

原原
子子
爆爆
弾弾
被被
爆爆
者者
健健
康康
診診
断断

精精
神神
障障
がが
いい
者者
対対
象象
のの

基基
礎礎
講講
座座
受受
講講
者者

集集
まま
れれ

血血
糖糖
がが

高高
めめ
のの
方方
、、
そそ
のの
家家
族族
のの
方方

●●各各記記事事中中のの 先先着着 はは当当日日直直接接、、会会場場へへ ●●各各記記事事中中ののははががききででのの申申しし込込みみはは、、８８面面上上欄欄のの例例参参照照

学童保育室を増室
今回の開催地は今回の開催地は

高槻城下町エリア高槻城下町エリア ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
実
施

日程 月１日 月 日
※無料
解答はがき・地図配布場所 都
市づくり推進課（市役所本館６
階）、各支所・行政サービスコー
ナー、市観光案内所（ 高槻駅
構内）、市立各図書館など
応募方法 月 日（金・消印

有効）までに解答はがきを郵送か
直接、同課または、しろあと歴史
館の回収ボックスへ ※１人１枚
クイズ景品 卑弥呼の鏡レプリ
カ、市刊行物 高槻ええとこ
高槻の史跡 天下統一と高槻 、
高山右近のイラスト入り一筆箋、
図書カード 円分、はにたんグ
ッズセット ※７問以上正解者の
うち 人（多数抽選）。いずれか
１点。選択不可

同
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
わ
が
ま
ち
高
槻
の

良
い
景
観
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、
第
５
弾
と
な
る
今
回
は
、

以
前
開
催
し
大
好
評
だ
っ
た
高

槻
城
の
城
下
町
地
区
で
す
。

高
槻
城
は
、
戦
国
期
に
は
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
・
高
山
右
近
が

城
主
で
し
た
。
江
戸
時
代
に
は

石
垣
や
堀
、
三
層
の
天
守
閣
が

整
備
さ
れ
、
高
槻
藩
主
永
井
家

の
居
城
と
な
り
ま
し
た
。

同
地
区
は
道
筋
な
ど
に
城
下

町
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
て
、

高
槻
に
刻
ま
れ
た
歴
史
の
息
吹

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ク
イ
ズ
に
答
え
て
応
募

抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

ク
イ
ズ
に
７
問
以
上
正
解
し

た
人
の
中
か
ら
、
抽
選
で

人

に
安
満
宮
山
古
墳
で
発
掘
さ
れ

クイズの一つ、屋根をつたうクロマツ

た
卑
弥
呼
の
鏡
レ
プ
リ
カ
な
ど

の
景
品
を
進
呈
。
ク
イ
ズ
と
そ

の
舞
台
と
な
る
場
所
を
示
し
た

地
図
は
、都
市
づ
く
り
推
進
課
、

市
立
各
図
書
館
な
ど
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、

月

日

に
城
跡

公
園
で
開
催
さ
れ
る
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
内
の
景
観
写
真
展
ブ
ー

ス
で
、
当
日
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に

参
加
し
た
人
に
、
高
槻
城
主
・

高
山
右
近
に
か
け
て
ウ
コ
ン
ド

リ
ン
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

（
先
着

人
）
。

魅
力
あ
る
お
店
の
出
店
を
応
援

力
あ
る
お
店
の
出
店
を
応

市
は
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
意
欲
的
で
集
客
力
の
あ
る
お
店
が
市

内
に
新
し
く
出
店
す
る
こ
と
を
支
援
す
る

高
槻

魅
力
あ
る
お
店

応
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

主
な
支
援
内
容
は
、
店
舗
改
装
費
の
最

大

万
円
補
助
な
ど
。
条
件
な
ど
は
次
の

と
お
り
で
す
。

対
象
・
条
件

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
。
飲
食
店
ま
た
は
小
売
店
（
無
店
舗
小

売
業
は
対
象
外
）
を
出
店
し
よ
う
と
す
る

中
小
企
業
者
な
ど

市
内
（
商
店
街
か
そ

の
周
辺
地
区
）
で
店
舗
を
賃
借
・
取
得
し

よ
う
と
す
る
新
規
出
店
者

同
制
度
を
利

用
し
た
こ
と
が
な
い

事
業
に
必
要
な
許

認
可
な
ど
出
店
に
関
す
る
法
的
要
件
を
満

た
し
て
い
る
な
ど

※
詳
し
く
は
産
業
振

興
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

募
集
件
数

７
件

応
募
方
法

月

日

ま
で
に
事
業
計

画
書
（
所
定
の
用
紙
）
を
直
接
、
同
課
（
総

合
セ
ン
タ
ー
９
階
）
へ

※
審
査
あ
り

市は、仮称 市暴力団排除条例
の素案への皆さんの意見を募集し
ます。
同条例は、暴力団の排除に関す

る基本理念や、市の責務、市民・
事業者の役割などを定めること
で、市民生活の安全と平穏を確保
し、社会経済活動の健全な発展を
図るものです。
同条例の素案は９月 日 から
コンプライアンス室（市役所本館
６階）、行政資料コーナー（同１階
番）、各支所・行政サービスコ

ーナー、市立各公民館、市ホーム
ページで閲覧できます。
応募先 コンプライアンス室

（〒 ・ 住所不要 ・
、 ・ ）

市は、 市新型インフルエン
ザ等対策行動計画 の素案への
皆さんの意見を募集します。
同計画は、新型インフルエン

ザなどが発生した場合などの、
市の対策に関することを定める
ものです。
同計画の素案は市保健所、行

政資料コーナー（市役所本館１
階 番）、各支所・行政サービ
スコーナー、市立各公民館、各
コミュニティセンター、市ホー
ムページで閲覧できます。
応募先 保健予防課（〒 ・
城東町５番７号 ・

、 ・ ）

テ
ー
マ
は
詐
欺
被
害
の
防
止

市
は
、
詐
欺
被
害
の
防
止
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

市
内
で
は
、
今
年
に
入
っ
て

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
が
多

発
。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金

詐
欺
、
架
空
請
求
詐
欺
、
融
資

保
証
金
詐
欺
な
ど
の
被
害
が
拡

大
し
て
い
ま
す
。
だ
ま
さ
れ
な

い
た
め
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
、
川

柳
で
提
案
し
て
く
だ
さ
い
。
川

柳
は
、
全
日
本
川
柳
協
会
で
審

査
。
優
秀
作
は
来
年
１
月
の
発

表
会
で
表
彰
し
ま
す
。

応
募
期
限

月

日

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙

を
直
接
ま
た
は
、
郵
送
か
フ
ァ

ク
ス
で
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

・
０
９
９
９
、

・

５
６
１
６
）
へ

※
所
定
の
応

募
用
紙
は
同
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

暴力団排除条例素案 新型インフルエンザ等
対策行動計画（素案）

市は、次のとおり市民の皆さんの意見を募集します。いずれ
も応募は９月 日 月 日（木・消印有効）に電子申込か直
接または、郵送かファクスに、件名、意見、住所、氏名（団体
の場合は所在地・団体名・代表者氏名）を書いて、各課へ。

問合先

産
業
振
興
課・

７
４
１
１

問合先

問合先
都
市
づ
く
り
推
進
課

・
７
５
５
２

問合先

月

日

締
切 月

日

締
切

市は、子育て支援策
の拡充を行っており、
その施策の一つとし
て、待機児童解消のた
め、学童保育室の増室
を進めています。
今年度は 月１日
に桃園小学校、来年２
月中旬には高槻小学校
に２室目の学童保育室
を開室予定です。
学童保育室の入室希
望は随時受け付けてい
ます。詳しくは子ども
育成課へお問い合わせ
ください。
対象 就労や疾病などの理由で保護者が昼間家庭にいない原
則小学１ ３年生
保育料 月額 円、延長保育 円 ※減免制度あり
申込方法 随時、所定の用紙を直接、子ども育成課（総合セ

ンター７階）へ。所定の用紙は各学童保育室か同課・市ホーム
ページで配布
問合先 子ども育成課（ ・ ）

遊び、宿題、思い思いの時間を過ごす遊び、宿題、思い思いの時間を過ごす

月
１
日

か
ら

月

日

ま
で
、
高
槻
城
の
城
下
町
地
区
の

月
１
日

か
ら

月

日

ま
で
、
高
槻
城
の
城
下
町
地
区
の

歴
史
遺
産
な
ど

カ
所
を
巡
り
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
答
え
る

高
槻
え

歴
史
遺
産
な
ど

カ
所
を
巡
り
な
が
ら
ク
イ
ズ
に
答
え
る

高
槻
え

え
と
こ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
ま
す
。
歴
史
の
足
跡
を
た
ど
り
、

え
と
こ
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
ま
す
。
歴
史
の
足
跡
を
た
ど
り
、

高
槻
の

え
え
と
こ

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

高
槻
の

え
え
と
こ

を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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花花
とと
緑緑
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり
ココ
ーー

デデ
ィィ
ネネ
ーー
タタ
ーー
養養
成成
講講
座座

青青
少少
年年
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
講講
座座

応応
急急
手手
当当
講講
習習
会会

（（
上上
級級
救救
命命
講講
習習
））

連連
続続
講講
座座

世世
界界
のの
女女
性性
たた
ちち

国国
際際
理理
解解
にに
向向
けけ
てて
・・
中中
近近
東東

ハハ
ーー
ブブ
講講
習習
会会

銀銀
輪輪
のの
死死
角角

馬馬
場場
直直
子子

記記
者者
のの
自自
転転
車車
講講
演演
会会

子子
どど
もも
のの
たた
めめ
のの
楽楽
しし
いい

おお
筝筝
体体
験験
教教
室室

大大
阪阪
薬薬
科科
大大
学学
市市
民民
講講
座座

健健
康康
とと
長長
寿寿
のの
たた
めめ
のの
食食

講講
演演
会会
とと
認認
知知
症症
ササ
ポポ
ーー

タタ
ーー
養養
成成
講講
座座

庄庄
所所
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ

セセ
ンン
タタ
ーー

健健
康康
講講
座座

女女
瀬瀬
川川
南南
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ
セセ
ンン

タタ
ーー

夜夜
間間
パパ
ソソ
ココ
ンン
講講
座座

三三
島島
高高
校校
ダダ
ンン
スス
部部
とと
ココ
ララ
ボボ

たた
のの
しし
くく
ヒヒ
ッッ
ププ
ホホ
ッッ
ププ

人人
権権
講講
座座

いい
のの
ちち
のの

ババ
トト
ンン

をを
つつ
なな
ごご
うう

まま
すす
まま
すす
元元
気気
大大
作作
戦戦

おお
話話
とと
体体
操操

地地
元元
野野
菜菜
でで
ヘヘ
ルル
シシ
ーー

クク
ッッ
キキ
ンン
ググ

子子
どど
もも
のの
生生
きき
るる
力力
をを

育育
むむ

親親
学学
連連
続続
講講
座座

城城
内内
フフ
ェェ
スス
タタ
２２
００
１１
３３

みみ
んん
なな
おお
いい
でで
よよ

公公
民民
館館

一一
人人
ひひ
とと
りり
のの
違違
いい
をを
大大
切切
にに

映映
像像

風風
のの
ひひ
びび
きき

をを
見見
てて

申申
込込
方方
法法

市
は
、
原
則
満

歳
以
上
の

人
を
対
象
に
、
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
（
個
別

接
種
）
を
行
い
ま
す
。

対
象

満

歳
以
上
の
人

歳
で
心
臓
な
ど
の
機
能
障

が
い
が
あ
り
、
障
が
い
者
手
帳

１
級
を
持
つ
人

期
間

月
１
日

月

日実
施
機
関

か
か
り
つ
け
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

※
か
か
り

つ
け
医
の
な
い
人
は
、
市
保
健

所
、西
部
地
域
保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
民
課
（
市
役
所
本
館
１
階
）
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
配
布

の
一
覧
表
を
ご
覧
の
上
、
予
約

し
て
く
だ
さ
い

費
用

千
円

※
前
記
対
象
者

の
う
ち
、
生
活
保
護
世
帯
ま
た

は
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
は

無
料
制
度
あ
り
。
無
料
証
明
書

の
申
請
は
９
月

日

か
ら
市

保
健
所
、
健
康
づ
く
り
推
進
課

（
水
道
部
庁
舎

・
８
８
０

０
）
、
西
部
地
域
保
健
セ
ン
タ

ー
（

・
９
４
６
０
）
へ

問
合
先

保
健
予
防
課
（

・
９
３
３
２
）

介
護
保
険
料
第
４
期
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
第
３
期
普

通
徴
収
の
納
期
限
は
９
月

日

で
す
。国
民
健
康
保
険
課（

・
７
０
７
６
）
。

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
納
期
限
は
９
月

日

療
保
険
料
納
期
限
は
９
月

日

月

日

、
月

日

、

月

日

の
午
後
１
時

分

３
時
に
エ
イ
ペ
ッ
ク
ス
ひ
ろ

の
（
前
島
一
）
で
。
講
師
は
保

健
師
。
対
象
は
介
護
保
険
を
利

用
し
て
い
な
い

歳
以
上
。
申

込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み

は
９
月

日

か
ら
電
話
で
、

天
川
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

・
５
７
０
３
）
へ
。

い
ず
れ
も
無
料
。
当
日
午
前

９
時
に
直
接
、
集
合
地
へ
。
雨

介
護
予
防
教
室

介
護
予
防
教
室

ま
す
ま
す
元
気
体
操

ま
す
ま
す
元
気
体
操

シ
ニ
ア
ハ
イ
キ
ン
グ

シ
ニ
ア
ハ
イ
キ
ン
グ

天
は
各
３
日
後
。
市
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
（

・
９
０
２

９
）
。

【
西
国
コ
ー
ス
】

月
８
日

。

島
本
駅
東
口
集
合
。
午
後

１
時
磐
手
公
民
館
解
散
予
定
。

約
５

。
初
級
向
き

【
キ
ャ
ン
プ
場
コ
ー
ス
】

月

日

。

高
槻
駅
南
人
工

デ
ッ
キ
集
合
。
午
後
１
時

分

摂
津
峡
公
園
解
散
予
定
。
約
７

。
中
級
向
き

【
嵯
峨
野
コ
ー
ス
】

月

日

。
阪
急
嵐
山
駅
集
合
。
午
後

１
時

分
阪
急
高
槻
市
駅
解
散

予
定
。
約
６

。
初
級
向
き

た
か
つ
き
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

た
か
つ
き
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
提
供
し
て
も
ら
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
用
品
を
販
売
す
る
福

祉
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

月

日

午
前

時

午
後
３
時

会
場

市
役
所
本
館
東
側
通
路
、
南
側
駐
車
場
な
ど

内
容

福
祉
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
障
が
い
者
作
業
所
な
ど
の
作

品
販
売
な
ど

問
合
先

同
実
行
委
員
会
（

・
２
２
０
０
）

月
日

た
か
つ
き

協
働
フ
ェ
ス
タ

月
日

た
か
つ
き

協
働
フ
ェ
ス
タ

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

と
自
主
的
に
活
動
す
る
市
民
活

動
や

を
、
よ
り
身
近
に

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

月

日

、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で

た
か
つ
き

協
働
フ
ェ
ス
タ

が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
市
役
所
周
辺
で
、

た
か
つ
き
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

（
左
上
欄
）
が
同
時
開
催
さ
れ

ま
す
。

協
働
フ
ェ
ス
タ
は
、
市
内
の

市
民
活
動
団
体
や

な
ど

の
活
動
を
紹
介
す
る
場
で
す
。

以
上
の
団
体
が
集
ま
り
、
活

動
展
示
、
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時

月

日

午
前

時

午
後
３
時

※
無
料
。
当
日

直
接
、
会
場
へ

会
場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
１

階
展
示
ホ
ー
ル特

認
校
・
樫
田
小
学
校
へ
の
入
学

市
教
育
委
員
会
は
、
特
認
校

・
樫
田
小
学
校
へ
の
入
学
を
希

望
す
る
児
童
を
、
市
内
全
域
か

ら
募
集
し
ま
す
。
同
校
は
、
豊

か
な
自
然
環
境
と
少
人
数
の
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
豊
か

な
人
間
性
や
生
き
る
力
を
育
む

教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
認
校
は
、
こ
の
よ
う
な
特

色
あ
る
教
育
を
望
む
保
護
者
と

子
ど
も
た
ち
を
一
定
の
条
件
の

も
と
で
校
区
を
越
え
て
受
け
入

れ
る
制
度
で
す
。

申
し
込
み
条
件
は
次
の
と
お

り
で
す
。

条
件

次
の
す
べ
て
を
満
た
す

人
。
市
内
在
住
で
市
内
の
小
学

校
に
就
学
中
・
予
定

自
ら
の

責
任
と
負
担
で
子
ど
も
を
通
学

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

特
認

校
の
教
育
活
動
に
理
解
・
協
力

で
き
る

教
育
委
員
会
や
特
認

校
の
指
示
に
従
え
る

定
員

１
年
生

人

３
年

生

５
人

６
年
生

４
人

※
多
数
抽
選
。
樫
田
小
学
校
に

兄
・
姉
が
在
籍
す
る
弟
・
妹
や

樫
田
幼
稚
園
特
認
園
を
卒
園
し

た
人
は
、
入
学
を
優
先
し
ま
す

説
明
会
・
見
学
会

月

日

午
前
９
時

分
か
ら
同
校
で
。

申
し
込
み
は

月
４
日

ま
で

に
電
話
か
直
接
、
学
務
課
へ

体
験
入
学

月
９
日

面
談
日

月

日

申
込
方
法

説
明
会
・
体
験
入

学
・
面
談
を
経
て
、

月

日

日

に
所
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
い
て
直
接
、
学

務
課
へ

問
合
先

樫
田
小
学
校
（

・
９
２
３
７
）
、
学
務
課
（
総

合
セ
ン
タ
ー

階

・
７
６

２
７
）

月

日日

消
費
者
の
ひ
ろ
ば
展

月

日日

消
費
者
の
ひ
ろ
ば
展

見
た
い

聞
き
た
い

学

び
た
い

私
た
ち
の
身
近
な
生

活

を
テ
ー
マ
に
市
は
、

月

日

日

に
ク
ロ
ス
パ

ル
高
槻
で
消
費
者
の
ひ
ろ
ば
展

を
開
催
し
ま
す
。

【
展
示
会
】

日
程

月

日

日

の
午
前

時

午
後
４
時
（

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

※
無

料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ

会
場

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

内
容

消
費
者
団
体
の
活
動
紹

介

手
作
り
体
験
教
室
（

日

・

日

の
午
前
だ
け
）

（
消
費
者
関
連
専
門

家
会
議
）
加
盟
企
業
・
団
体
の

取
り
組
み
紹
介

悪
質
商
法
等

被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
コ
ー

ナ
ー

計
量
展
（
各
種
計
量
器

の
展
示
、
ク
イ
ズ
、
家
庭
用
体

重
計
の
無
料
診
断
）
な
ど

【
講
演
会
】

日
程
・
内
容
・
講
師

月

日

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
使
い
方
（
葬
儀
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
・
池
邊
文

香
さ
ん
）

日

免
疫
力

を
高
め
る
た
め
に
は
（

・
武
政
二
郎
さ
ん
）

日

健
康
料
理
教
室

乳
製
品

で
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
よ

う
（

・
高
井
紀
子
さ

ん
）

※
時
間
は

午
後
１

時

分

３
時

午
前

時

午
後
１
時

分
。
い
ず
れ
も
無

料会
場

ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

定
員

申
込
順

人

人申
込
方
法

９
月

日

か
ら

電
話
か
直
接
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（

・
０
９
９
９
）
へ

月

日

午
前

時

正

午
に
真
上
公
民
館
で
。
講
師
は

法
人
三
島
子
ど
も
文
化

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
対
象
は
１
歳

就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申

し
込
み
は
９
月

日

か
ら
電

話
か
直
接
、
同
公
民
館
（

・
２
５
０
９
）
へ
。

月

日

午
前

時

分

時

分
に
春
日
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
で
。
講
師
は
大

持
進
一
さ
ん
。
対
象
は
平
成

年
４
月
２
日

年
７
月

日

生
ま
れ
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。

組
（
多
数
抽
選
）
。
無

料
。申
し
込
み
は

月
１
日（
火

・
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は

が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
子
ど

も
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
生

年
月
日
、電
話
番
号
を
書
い
て
、

春
日
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〒

・
０
０
５
３
春
日
町

番
２
号

・
５
２
１
１
）へ
。

月

日

午
後
１
時

分

２
時

分
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高

槻
で
。
講
師
は

法
人
三

島
子
ど
も
文
化
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
。
対
象
は
８

カ
月
の
乳

児
と
そ
の
保
護
者
。

組
（
多

数
抽
選
）
。
無
料
。
申
し
込
み

は
９
月

日

月
１
日

（
火
・
必
着
）
に
電
子
申
込
か

返
信
用
は
が
き
を
持
っ
て
直
接

ま
た
は
、
往
復
は
が
き
に
、
教

室
名
、
住
所
、
氏
名
、
子
ど
も

お
は
な
し
と
わ
ら
べ
歌

お
は
な
し
と
わ
ら
べ
歌

遊
び
の
広
場

遊
び
の
広
場

フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
の
話

フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
の
話

べ
び
ぃ
ぷ
ら
ざ

ベ
ビ
ー

べ
び
ぃ
ぷ
ら
ざ

ベ
ビ
ー

ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み
よ
う

ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み
よ
う

の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
・
月
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
〒

・
０
８

０
４
紺
屋
町
１
番
２
号

・

３
７
２
４
）
へ
。

月

日

保
健
セ
ン
タ

ー
（

・
１
１
０
８
）

日

西
部
地
域
保
健
セ
ン
タ

ー
（

・
９
４
６
０
）。い
ず

れ
も
午
前

時

時

分
。

対
象
は
平
成

年

月

年

３
月
生
ま
れ
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者
。
申
込
順
各

組
。
無
料
。

申
し
込
み
は
９
月

日

か
ら

電
話
で
、
各
セ
ン
タ
ー
へ
。

い
ず
れ
も
時
間
は
午
前

時

か
ら
。
無
料
。
当
日
直
接
、
会

場
へ
。

【
如
是
保
育
所
（

・
０
１

６
１
】
月

金
曜
日
（
祝
日
除

く
）

園
庭
開
放

日

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

日

お
楽
し
み
会
（
小
運
動
会
）

【
芥
川
保
育
所
（

・
０
８

６
１
）
】

日

お
楽
し
み

会
（
カ
プ
ラ
で
遊
ぼ
う
）

日

１
歳
児
と
遊
ぼ
う
（
わ

ら
べ
う
た
）
、
園
庭
開
放

【
柳
川
保
育
所
（

・
９
２

８
６
】

日

小
運
動
会

日

・

日

園
庭
開
放

【
阿
武
野
保
育
所
（

・
３

８
０
１
）
】

日

運
動
会

ご
っ
こ

日

園
庭
・
ホ

ー
ル
開
放
（
身
体
計
測
）

【
芝
生
保
育
所
（

・
４
４

７
５
）
】

日

ミ
ニ
運
動

会

日

運
動
遊
び

親
子
歯
み
が
き
教
室

親
子
歯
み
が
き
教
室

地
域
に
開
く
保
育

地
域
に
開
く
保
育

月
の
予
定

月
の
予
定

問合先

協
働
プ
ラ
ザ

・
１
７
８
１

問合先

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

歯
の
相
談

歯
の
相
談
Q
&
A

Q
&
A

歯
の
相
談
Q
&
A

【
質
問
】
入
れ
歯
が
し
っ
く
り
こ
ず
上
３
個
下
４
個
の
入
れ
歯

を
交
互
に
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

使
う
入
れ
歯
は
一
つ
に
し
ま
し
ょ
う

【
回
答
】
複
数
の
入
れ
歯
を
交
替
で
使
う
の
は
、
お
勧
め
で
き

ま
せ
ん
。
何
年
も
調
整
さ
れ
て
い
な
い
入
れ
歯
の
内
側
と
歯
茎

と
の
間
に
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
適
合
状
態

が
悪
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
咀
嚼

（
そ
し
ゃ
く
）
す
る
た
び
に
入
れ
歯
が
動
き
、
内
面
の
歯
茎
を

傷
つ
け
た
り
、外
れ
て
き
た
り
し
ま
す
。使
う
入
れ
歯
は
一
つ
に

し
て
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
で
十
分
調
整
し
て
く
だ
さ
い
。

調
整
し
て
も
し
っ
く
り
こ
な
い
場
合
は
、
保
険
外
診
療
も
選

択
肢
の
一
つ
で
す
。
多
様
な
入
れ
歯
が
あ
る
の
で
、
か
か
り
つ

け
歯
科
医
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
（
市
歯
科
医
師
会
）
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市市
国国
民民
健健
康康
保保
険険

被被
保保
険険
者者
証証
をを

毒毒
きき
のの
ここ
にに
注注
意意

月月
はは
里里
親親
月月
間間

パパ
ネネ
ルル
展展
、、相相
談談

差差
別別
にに
つつ
なな
がが
るる
調調
査査
をを

なな
くく
しし
まま
しし
ょょ
うう

オオ
ーー
タタ
ムム
ジジ
ャャ
ンン
ボボ

宝宝
くく
じじ
発発
売売
中中

人人
権権
意意
識識
調調
査査
にに

ごご
協協
力力
くく
だだ
ささ
いい

子子
どど
もも
のの
人人
権権
１１
１１
００
番番

強強
化化
週週
間間

（（９９月月９９日日、、樫樫田田小小学学校校のの学学習習田田））

市制施行 周年 中核市移行 周年記念市制施行 周年 中核市移行 周年記念

市
制
施
行

周
年
・
中
核
市

移
行

周
年
記
念

市
民
ス
ポ

ー
ツ
祭

を

月

日

総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
す
。

種
目
は
親
子
で
楽
し
め
る
キ

ッ
ズ
ダ
ン
ス
や
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
、
ふ
わ
ふ
わ
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

ゲ
ー
ム
な
ど
、
体
を
動
か
す
コ

ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
や

の
使
い
方
を
体
験

す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
楽

し
め
る

以
上
の
種
目
が
あ
り

ま
す
（
左
表
）
。

市民スポーツ祭プログラム

※午前９時 分から開会式。催しは午後３時 分まで

会場・時間 主な種目・催し名

陸上競
技場

全日
共通

パン食い競争、あめ食い競争、ファミリー体
力測定、 ・ 走、走り幅跳び、長靴
とばし

：

：

お楽しみ特別企画イベント（テケテケはにた
んダンスなど）

総合体
育館

午前

ドッヂビー（フライングディスクを使ったド
ッジボール）、縄跳び、だるまさんがころんだ、
インディアカ、チャレンジスポーツ、サウン
ドテーブルテニス

午後

バスケットシュートゲーム、アジャタ（玉入
れ）、キャッチザスティック、ソフトバレー
ボール、フライングディスク、健康チェック
コーナー、 体験

全日
共通

輪投げ、トランポリン、キッズダンス、ヨガ、
赤ちゃん広場、トレーニング室開放

青少年運動広場
ミニ 機関車、ふわふわバッティング、ス
トラックアウト、レクリエーション種目など

テニスコート ストラックアウトなど

その他 フランクフルト・おにぎり販売など

会場・時間 主な種目・催し名

参
加
は
い
ず
れ
も
無
料
。
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
４
種
目
以
上

参
加
し
た
人
に
は
も
れ
な
く
参

加
賞
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
開
会
式
に
参
加
す

る
と
抽
選
で
は
に
た
ん
グ
ッ
ズ

な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

普
段
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と

が
少
な
い
人
も
、
こ
の
機
会
に

家
族
や
友
人
と
一
緒
に
参
加
し

て
、
体
育
の
日
に
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

高
槻
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
１
／
開

催

高
槻
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

子育て総合支援センター 月の予定【問合先】同センター（ ）

講 座 名 日 程 時 間 対 象 申込方法

親
子
講
座

乳児の事故
予防と対応 ／１ ：

：
０歳の乳児と保護
者

申込順 組。無
料

リトミック
を楽しもう

／ ：
：
：
：

２歳 就学前の幼
児と保護者

各 組。
無料

当日
時から
整理券
を配布／ １歳の幼児と保護

者
各 組。
無料

子
育
て
講
座

子育てで大
切にするこ
と ☆

／

：
：

０歳 就学前の乳
幼児の保護者、子
育て支援に関心が
ある人

申込順 人。
無料

身近なもの
でおもちゃ
作りを楽し
もう

／

０歳 就学前の乳
幼児と保護者、子
育て支援に関心が
ある人

申込順 組。
無料

お父さんと子ども
のクッキング

／
・

：
：

３歳６カ月 就学
前の幼児と父親

申込順 組。材
料費実費

講 座 名 日 程 時 間 対 象 申込方法

申込順の催しは、９／ から電話か直接、同センターへ。☆は保育あり（１
歳 就学前、 人）

種目 年 齢 参加料 定員

ハーフ

歳以上

円

人歳

歳

歳以上

人歳

歳

５ 中学生以上 円 人

３

中学生

円 人
小学５・６年生

小学３・４年生

小学１・２年生

種目 年 齢 参加料 定員

※全種目男女別
ゲストにワイナイナさん

来
年
１
月

日

に
開
催
す

る

高
槻
シ
テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
大
会

の
出
場
者
を
募
集

し
ま
す
。
今
回
も
昨
年
に
続
き

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
は
、
シ
ド

ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ

ス
ト
、
エ
リ
ッ
ク
・
ワ
イ
ナ
イ

ナ
さ
ん
を
迎
え
、
参
加
者
と
一

緒
に
走
る
予
定
で
す
。

同
大
会
は
全
国
の
市
民
ラ
ン

ナ
ー
に
も
人
気
の
高
い
大
会

で
、
種
目
は
ハ
ー
フ
、

・
５

・
３

が
あ
り
ま
す
（
左
上

表
）
。
体
力
に
合
わ
せ
て
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
参
加
者
に
は
参
加
賞

を
、
完
走
者
に
は
記
録
証
を
贈

呈
し
ま
す
。

日
時

来
年
１
月

日

午
前

時

分
か
ら
時
差
ス
タ
ー
ト

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点

総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
陸
上
競

技
場

申
込
方
法

月
１
日

月

日

に
サ
ン
ス
ポ
マ
ラ
ソ

ン
ド
ッ
ト
コ
ム
（）へ（

定
員
に

な
り
次
第
終
了
）

※
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
し
な
い

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
先

参
加
申
込

高
槻
シ

テ
ィ
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
係
（
サ

ン
ス
ポ
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
内

・
６
６
３
３
・
５
８
３
３
）、

そ
の
他

同
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

（

・
０
１
５
９
）

月
分
の
予
約
受
け
付
け

放
置
自
転
車
リ
サ
イ
ク
ル
販
売

放
置
自
転
車
リ
サ
イ
ク
ル
販
売

市
は
、
放
置
自
転
車
の
リ
サ

イ
ク
ル
販
売
を
行
っ
て
お
り
、

月
分
の
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
自
転
車
の
整

備
は
自
身
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
引
き
渡
し
後
の
事
故
な
ど

の
賠
償
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

引
渡
日
程

月

日

・

日

、
月

日

・

日

、

月

日

・

日

の
午
前

時

午
後
４
時

※
受
け
付

け
は
午
後
２
時
ま
で

場
所

自
転
車
保
管
再
生
セ
ン

タ
ー
（
前
島
一
）

台
数

各

台
（
多
数
抽
選
）

価
格

１
台
２
千

円

※
別

途
防
犯
登
録
料

円
必
要

申
込
方
法

月
４
日
（
金
・

必
着
）
ま
で
に
電
子
申
込
か
往

復
は
が
き
に
、
住
所
（
市
外
の

人
は
市
内
の
勤
務
先
・
学
校
名

も
）
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
引

き
取
り
希
望
日
（
１
日
だ
け
）

を
書
い
て
、
管
理
課
（
〒

・

８
５
０
１
住
所
不
要

・
７

５
９
５
）
へ

※
同
一
住
所
か

ら
の
申
し
込
み
は
１
枚
ま
で

月
４
日

午
前

時

分

正
午
に
テ
ィ
ピ
ー
お
や
こ
の

広
場
（
玉
川
二
）
で
。
講
師
は

林
法
子
さ
ん
。
対
象
は
０
歳
の

乳
児
と
そ
の
保
護
者
。
申
込
順

組
。
無
料
。
申
し
込
み
は
９

月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、

同
広
場
（

・
６
２
８
７
）

へ
。

し
も
う

月

日

午
前

時

分

わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ
ー

わ
ら
べ
う
た
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ

マ
ッ
サ
ー
ジ

英
語
リ
ト
ミ
ッ
ク
で

英
語
リ
ト
ミ
ッ
ク
で

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽

時

時

分

時

分
に
ハ
イ
ネ
（
大
塚
町
五
）
で
。

講
師
は
リ
ト
ミ
ッ
ク
講
師
・
小

西
敦
子
さ
ん
。
対
象
は
０
歳

就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
。
申
込
順

組
。

円
。
申

し
込
み
は
９
月

日

か
ら
電

話
か
直
接
、
同
広
場
（

・

５
２
３
４
）
へ
。

月

日

午
前

時

分

時

分
に
ぴ
ー
か
ぶ
ー

（
郡
家
新
町
）
で
。
講
師
は
管

理
栄
養
士
・
藤
田
雅
子
さ
ん
。

対
象
は
５

カ
月
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
。申
込
順

組
。

無
料
。
申
し
込
み
は
９
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
同
広
場

（

・
０
６
７
７
）
へ
。

離
乳
食
講
座

離
乳
食
講
座

ワイナイナさん

問合先
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

７
６
４
９

問合先

つ
ど
い
の

広
場

／／

マラソンの種目

何何ででももごご相相談談くくだだささいい
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俗
文
化
財
で
す
。

し
ろ
あ
と
歴
史
館
で

関
連
資
料
を
保
存
・
展
示

地
元
の
大
切
な
歴
史
と
し

て
、
船
唄
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
思
い
か
ら
市
で
は
、

し
ろ
あ
と
歴
史
館
で
三
十
石
船

の
関
連
資
料
を
常
設
展
示
し
て

い
ま
す
。
当
館
で
は
三
十
石
船

と
く
ら
わ
ん
か
舟
の
３
分
の
１

ス
ケ
ー
ル
の
大
型
模
型
を
設
置

し
て
い
る
ほ
か
、
船
唄
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
三
十

石
船
船
唄
の
世
界
を
味
わ
い
に

来
て
く
だ
さ
い
。

三
十
石
船
の
旅
人
や
船
頭
ら
は
ど
の
よ
う
に
船
旅

を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時
の
様
子
を

市
学
芸
員
の
西
本
幸
嗣
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

龍
馬
も
利
用
し
た
三
十
石
船

三
十
石
船
は
、
大
坂
・
八
軒

家
と
京
都
・
伏
見
間
を
上
り

（
大
阪
↓
京
都
）
は
昼
船
１
日
、

夜
船
１
晩
、
下
り
は
そ
の
半
分

で
運
行
し
て
い
ま
し
た
。
当
時

の
人
に
は
重
要
な
交
通
機
関
と

し
て
人
気
の
船
で
、
淀
川
の
名

物
で
も
あ
り
ま
し
た
。
船
旅
の

様
子
は
十
返
舎
一
九
著

東
海

道
中
膝
栗
毛

や
落
語
な
ど
に

も
登
場
し
、
坂
本
龍
馬
が
伏
見

・
寺
田
屋
か
ら
利
用
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

運
賃
は
時
代
に
よ
っ
て
変
動

し
ま
す
が
、
江
戸
時
代
後
期
で

上
り

文
、下
り

文
で
し
た
。

当
時
は
う
ど
ん
１
杯
が
約

文
。
現
在
の
貨
幣
価
値
で
置
き

換
え
る
と
上
り
約
４
千
円
、
下

り
約
２
千
円
ぐ
ら
い
で
、
特
に

値
が
安
い
下
り
の
利
用
が
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。
船
中
は
狭
く

て
窮
屈
で
、
夜
も
手
足
を
伸
ば

し
て
は
寝
ら
れ
ず
ト
イ
レ
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
数

人
分
の
運
賃
を
払
え
ば
、
そ
の

分
の
座
席
を
占
め
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

上
り
の
運
賃
が
高
い
の
は
、

川
の
流
れ
に
逆
ら
っ
て
進
む
の

で
、
船
頭
さ
ん
の
苦
労
が
大
き

か
っ
た
か
ら
で
す
。

流
れ
が
強
い
と
こ
ろ
で
は
綱

引
人
足
が
岸
か
ら
綱
を
引
い
て

進
み
ま
し
た
。
綱
引
き
場
は
全

部
で
９
カ
所
、
市
内
で
は
大
塚

や
三
島
江
な
ど
に
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

しろあと歴史館学芸員
西本幸嗣さん

船
頭
は
淀
川
沿
い
の
風
景
を

唄
う
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

淀
川
三
十
石
船
船
唄
は
淀
川

沿
い
の
風
景
を
、
余
韻
を
響
か

せ
な
が
ら
唄
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
船
頭
さ
ん
は
名
所
案
内
を

す
る
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
よ
う
な

存
在
で
し
た
。
旅
人
は
唄
を
聞

き
な
が
ら
旅
の
情
緒
を
楽
し
ん

で
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

伝
承
者
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
た
貴
重
な
文
化
財

明
治
時
代
に
入
っ
て
外
輪
船

（
蒸
気
船
）
の
登
場
と
同
時
に

三
十
石
船
の
運
航
は
衰
退
し
、

河
川
の
改
良
工
事
な
ど
に
よ
っ

て
今
は
、
昔
の
風
景
と
は
全
く

違
う
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
綱

引
き
場
の
跡
な
ど
も
残
っ
て
い

ま
せ
ん
。

し
か
し
船
唄
か
ら
、
私
た
ち

は
当
時
の
文
化
を
感
じ
と
り
、

地
域
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
人
か

ら
人
へ
唄
い
継
が
れ
、
口
づ
て

に
伝
承
さ
れ
て
き
た
船
唄
は
、

伝
承
者
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
無
形
民

住所 城内町１番７号
開館時間 午前 時 午後５時（入館は４
時 分まで）
休館日 月曜日、祝日の翌日、年末年始
観覧料 無料 ※特別展は有料

毎年 月 日 には、淀川三十石船舟唄全国
大会が高槻現代劇場で開かれています。全国各
地から集まった民謡の唄い手が、尺八に合わせ
て船唄を熱唱し、自慢ののどを競います。大塚
保存会・市川さんは 唄い方は一人一人違う。
聞き比べるのも面白い と大会へ期待を寄せて
います。

唄い手が自慢ののど競う唄い手が自慢ののど競う

今
一
番
の
悩
み
は
、
後
継
者

の
育
成
で
す
。
大
塚
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
も
高
齢
に
な
っ
て
い

ま
す
。
若
い
人
に
は
民
謡
は
、

敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
民
謡

を
唄
い
継
ぐ
こ
と
は
、
地
域
特

有
の
方
言
な
ど
も
含
め
て
、
地

域
の
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
。

文
化
継
承
と
い
う
と
大
層
で
す

が
、
地
元
の
言
葉
が
入
っ
た
唄

は
、
祖
先
か
ら
引
き
継
い
で
き

た
心
そ
の
も
の
。こ
れ
を
唄
い
、

多
く
の
人
に
伝
え
る
醍
醐
（
だ

い
ご
）
味
を
若
い
人
に
も
ぜ
ひ

味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

大
塚
保
存
会
の
現
在
の
会
員

は

人
で
、
代

代
で
す
。

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
に
南
大

冠
公
民
館
で
集
ま
り
、
練
習
し

て
い
ま
す
。
一
緒
に
船
唄
に
挑

戦
し
て
み
よ
う
と
い
う
人
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

巨椋池�
おぐらいけ�

本流（宇治川）�

木津川�

桧尾川�

芥川�

淀�

川�

大坂城�

高槻城�

桂川�

鵜殿�

地
元
の
小
学
校
で
公
演

大
塚
保
存
会
で
は
、
船
唄
の

保
存
と
普
及
の
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
に
も
昔
か
ら
唄
い
継

が
れ
て
い
る
唄
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
小
学
校
や
大

学
な
ど
で
公
演
し
た
り
、
地
元

の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
大
阪
市
北
区
で
行
わ

れ
る
天
神
祭
り
の
宵
宮
の
前
に

は
、
天
神
橋
北
詰
（
大
阪
市
北

区
）
か
ら
天
満
宮
ま
で
を
船
唄

を
唄
い
な
が
ら
歩
き
ま
す
。
こ

れ
は
江
戸
時
代
に
伏
見
の
銘
酒

樽
を
三
十
石
船
に
乗
せ
て
淀
川

を
下
り
、
天
満
宮
に
奉
納
し
て

い
た
儀
礼
を
再
現
し
た
も
の

で
、
船
も
船
頭
も
い
な
い
現
在

は
、
大
塚
保
存
会
が
船
頭
役
と

し
て
船
唄
を
唄
い
ま
す
。
昔
と

同
じ
よ
う
に
年
に
１
度
、
天
神

橋
筋
商
店
街
に
船
唄
が
響
き
渡

る
の
は
そ
う
快
で
す
。

大
塚
保
存
会
の
今
後
の
公
演
情
報

【
北
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
メ
ッ
セ
地
域
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
】

月
３
日

に
国
立
民
族
学
博
物
館
（
吹
田
市
）
で
開
催
。
し
ろ
あ

と
歴
史
館
（

・
３
９
８
７
）

【
高
槻
郷
土
民
謡
ま
つ
り
】

月
３
日

に
高
槻
現
代
劇
場
で
開

催
。
高
槻
郷
土
民
謡
連
絡
会
（

・
０
７
０
６

藤
本
）

【
淀
川
三
十
石
船
舟
唄
全
国
大
会
】

月

日

に
高
槻
現
代
劇

場
で
開
催
。
同
実
行
委
員
会
（
文
化
財
課
内

・
７
６
５
２
）

淀
川
三
十
石
船
船
唄
を
後
世
に
残
す
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
の
が

淀
川
三
十
石
船
船
唄
大
塚
保
存

会

で
す
。
発
足
時
大
塚
保
存
会
で
唄
の
指
導
を
し
て
い
た
故
市
川
九
平
治
さ
ん
は
、
市
で
初
め
て
の
無

形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
同
保
存
会
の
会
長
で
あ
り
、
市
川
九
平
治
さ
ん
の
息
子
で

も
あ
る
市
川
廣
さ
ん
に
保
存
会
の
活
動
と
唄
へ
の
思
い
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

ステージには船頭と船客が登場。伏見を出発し
て八軒家に着くまでを唄と掛け合いで表現する

淀川三十石船船唄大塚保存会
会長・市川廣さん

時
代
と
と
も
に
船
頭
が
減
少

保
存
会
結
成
へ

大
塚
保
存
会
が
で
き
た
の
は

父
の
代
で
す
。
父
は
臨
時
の
船

頭
だ
っ
た
祖
父
か
ら
唄
を
習
い

ま
し
た
。
当
時
は
す
で
に
三
十

石
船
は
廃
れ
て
い
ま
し
た
が
、

渡
し
舟
な
ど
の
船
頭
の
仕
事
は

ま
だ
あ
り
、
大
塚
地
区
で
は
従

事
し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
時
代
と
と
も
に
船
は

姿
を
消
し
ま
し
た
が
、父
は
唄

だ
け
は
守
り
継
ぎ
た
い

と
船

頭
衆
の
子
孫
た
ち
と
一
緒
に
保

存
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
自
宅

で
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
に
熱
心

に
唄
の
指
導
を
し
て
い
る
父
を

見
て
、私
も
参
加
し
よ
う
と
決

め
ま
し
た
。

父
が
唄
い
方
で
大
事
に
し
て

い
た
の
は
、
な
ま
り
で
し
た
。

三
十
石
船
船
唄
は
、
高
槻

の
代
表
的
な
郷
土
民
謡
の
一

つ
と
し
て
、
ま
た
日
本
民
謡

の
な
か
で
も
珍
し
い
船
唄
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

三
十
石
船
舟
唄
全
国
大
会
に

も
出
場
経
験
が
あ
り
、
三
味

線
と
民
謡
を
学
ぶ
中
学
３
年

生
の
三
島
寛
佑
さ
ん
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

僕
が
初
め
て
三
十
石
船
船
唄

を
唄
っ
た
の
は
、
小
学
校
４
年

生
の
と
き
で
す
。
特
に

ヤ
レ

サ
ア
ー

と
勢
い
良
く
始
ま
る

唄
い
出
し
が
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
船
唄
を
唄
う
と
き
は
、
船

頭
さ
ん
ら
し
い
雰
囲
気
が
出
る

よ
う
、
古
い
節
回
し
を
教
え
て

い
た
だ
き
練
習
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
珍
し
い
の
か
、
全
国

大
会
の
ス
テ
ー
ジ
で
唄
っ
た
と

き
、
観
客
の
皆
さ
ん
は
最
初
ざ

わ
つ
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

最
後
に
は
大
き
な
拍
手
が
も
ら

え
た
の
で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

昔
の
人
の
思
い
感
じ

当
時
の
情
景
想
像
し
唄
う

民
謡
に
は
昔
の
人
の
思
い
が

詰
ま
っ
て
い
て
、
い
ろ
ん
な
人

が
唄
い
継
い
で
き
た
重
み
が
あ

り
ま
す
。
僕
は
師
匠
か
ら
唄
い

方
だ
け
で
な
く
、
唄
に
出
て
く

る
当
時
の
風
景
や
歴
史
に
つ
い

て
も
教
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

情
景
を
想
像
し
昔
の
人
は
、
こ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
た
ん
だ
と

思
い
唄
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

船
唄
の
よ
う
に
高
槻
に
昔
か

ら
あ
る
民
謡
も
た
く
さ
ん
あ

り
、
師
匠
に
教
え
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
練
習

に
励
み
、
多
く
の
人
に
郷
土
民

謡
の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

柱本発祥の柱本発祥の

柱本が発祥の くらわんか舟 は、三十石
船の乗客相手に餅や酒などの飲食物を売って
いた小さな茶舟（商い舟）です。客相手にも関
わらず乱暴な言葉で くらわんか、くらわん
か と呼び掛けていました。単調な船旅の退
屈を紛らわしてくれると人気があり、船唄の
中でも、掛け合いが表現されています。
柱本の茶舟が淀川で営業できたのは、

年の大坂夏の陣で徳川軍のために、茶舟で高
槻城から米を運送させたことの褒賞であると
いわれています。また俗説ですが戦いの中で
淀川に落ちた徳川秀忠を唐崎村の平六が助
け、その恩賞として茶舟の船頭は悪口で商売
してもとがめられないともいわれています。

三島江と合わせて、富田の外港といわれ、周辺地域の物資が集まった港。幕府
の許可を得た過書船の荷船問屋もありました。船唄の 番にあるように、唐崎
に弥右衛門屋敷という地名があり、豪農がいたといわれています

三十石船の船着場であり、対岸の出口村への渡し舟も出ていました。当時灯
台の役割を果たしていた妙見灯籠が三島江の堤防沿いに現存しています。こ
こから市北部にある神峯山寺へつながる道もあり、参詣客で賑わいました

くらわんか舟発祥の地といわれ、柱本煮売茶舟の拠点でした

厄除けの高祖 と称される像を安置している本澄寺があり、
参拝の人々で賑わいました

大
塚
保
存
会
発
足
当
時
の
メ
ン

バ
ー
（
昭
和

年
）

唄
う
醍
醐
味
若
い
人
に
も

三十石船の船着場で、川久保から本山寺に向かう道の
出発点でした。船唄の７番にある お捨 は幕末の有
名な女盗賊といわれ、前島にお墓があったようですが
所在地は不明です

城下の大塚口から枚方へ向かう途中に
あり、対岸の三矢村（枚方宿）を渡し舟
で結びました。交通量も多く旅人相手
の茶屋がありました

徳川秀忠と唐崎村平六の故事を伝
える錦絵（しろあと歴史館所蔵）

問
合
先

しろあと歴史館 ・
文化財課 ・

問
合
先

三十石船が往来した当時の淀川沿いの風景

※
八
軒
家

現
在
の
大

阪
市
中
央
区
天
満
橋

た
と
え
ば
一
番
の
歌
詞
に
あ
る

い
や
じ
ゃ

は
、
地
域
特
有

の
ア
ク
セ
ン
ト
を
効
か
せ
て
、

い
や
じ
ゃ
っ
あ
ー
え
ー

と

唄
い
ま
す
。
節
回
し
で
、
大
阪

っ
ぽ
さ
を
う
ま
く
表
現
す
る
の

で
す
。

三
島
寛
佑
さ
ん（
中
学
３
年
生
） 南大冠小学校での公演南大冠小学校での公演

天神橋筋商店街を唄い歩く天神橋筋商店街を唄い歩く

化
を
次
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い

き
た
い
で
す
。

淀
川
三
十
石
船
船
唄
は
、
大

阪
を
代
表
す
る
民
謡
の
一
つ
で

す
。
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
高
槻

市
大
塚
地
区
で
は
昔
か
ら
唄
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

唄
か
ら
は
、
船
頭
や
乗
客
が

眺
め
て
い
た
当
時
の
情
景
を
思

い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
私
は
情
緒
あ
ふ
れ
る
唄
そ

の
も
の
が
と
て
も
魅
力
的
で
好

き
で
す
。
残
念
な
が
ら
歌
詞
に

描
か
れ
て
い
る
情
景
は
今
は
残

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ

そ
唄
を
保
存
し
、
後
世
に
残
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
唄
い

継
ぐ
こ
と
で
地
域
の
歴
史
や
文

昔から引き継いできた形のない 唄 を、伝承するこ
との根底には、語り継ぐ人々の唄に対する 思い があ
ります。地域の歴史や文化を守り、次世代につなげよう
と活動する人々がその思いを語りました。

くらわんか舟発祥地碑くらわんか舟発祥地碑
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一
斉
更
新

現
在
の
市
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は

月

日

で
す
。
新
し
い
被
保
険

者
証
を

月
上
旬
に
簡
易
書
留

で
発
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
保

険
料
に
未
納
が
あ
る
人
は
国
民

健
康
保
険
課
（
市
役
所
本
館
１

階

２
番
窓
口
）
で
交
付
し

ま
す
。
ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
も
合
わ
せ

て
発
送
し
ま
す
。

同
保
険
は
、
市
に
住
民
票
が

あ
り
、
ほ
か
の
社
会
保
険
な
ど

に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
す
。未
加
入
の
場
合
は
、

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

国
民
健
康
保
険
課

（

・
７
０
７
５
）

市
国
民
健
康
保
険

市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
を

被
保
険
者
証
を

毒
き
の
こ
が
誤
っ
て
販
売
さ

れ
る
事
例
や
、
自
ら
が
採
取
も

し
く
は
譲
り
受
け
た
き
の
こ
に

よ
る
食
中
毒
事
例
が
毎
年
相
次

い
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
食
中

毒
予
防
の
た
め
に
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
確
実

に
食
用
で
あ
る
と
鑑
定
で
き
な

い
も
の
は
絶
対
に
食
べ
な
い

採
取
し
た
き
の
こ
を
安
易
に
他

人
に
あ
げ
た
り
、
も
ら
っ
た
り

し
な
い

問
合
先

保
健
衛
生
課
（

・
９
３
３
１
）

会
を
実
施

月
は
里
親
月
間
で
す
。
同

期
間
に
パ
ネ
ル
展
示
と
里
親
に

つ
い
て
の
質
問
に
答
え
る
相
談

毒
き
の
こ
に
注
意

毒
き
の
こ
に
注
意

月
は
里
親
月
間

月
は
里
親
月
間

パ
ネ
ル
展
、相
談

パ
ネ
ル
展
、相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
も

会
場
は
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
南

側
通
路
。
無
料
。
当
日
直
接
、

会
場
へ
。

【
パ
ネ
ル
展
示
】

月
７
日

日

【
相
談
会
】

月

日

午
前

時

午
後
３
時

問
合
先

府
吹
田
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
（

・
６
３
８
９

・
３
５
２
６
）

月
は

府
部
落
差
別
事
象

に
係
る
調
査
等
の
規
制
等
に
関

す
る
条
例

啓
発
推
進
月
間
で

す
。
結
婚
差
別
や
就
職
差
別
な

ど
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。

同
条
例
で
は
、
差
別
を
意
図
し

た
個
人
や
土
地
に
関
す
る
調
査

差
別
に
つ
な
が
る
調
査
を

差
別
に
つ
な
が
る
調
査
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

な
く
し
ま
し
ょ
う

・
報
告
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

差
別
に
つ
な
が
る
調
査
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

府
人
権
局
（

・

６
２
１
０
・
９
２
８
２
）

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

が

月

日

ま
で
発
売
さ
れ

ま
す
。
収
益
金
は
市
町
村
の
ま

ち
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

府
内
の
販
売
店
で
購
入
し
ま
し

ょ
う
。

問
合
先

（
公
財
）
府
市
町
村

振
興
協
会
（

・
６
９
４
１

・
７
４
４
１
）

市
は
、
人
権
問
題
に
関
す
る

意
識
の
現
状
や
傾
向
を
分
析

し
、
人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン
の

後
継
計
画
を
策
定
す
る
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
の
調
査
を
実
施

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
発
売
中

宝
く
じ
発
売
中

人
権
意
識
調
査
に

人
権
意
識
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
協
力
く
だ
さ
い

し
ま
す
。
無
作
為
に
選
ば
れ
た

３
千

人
に
調
査
票
を
送
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
締
切
日
は

月

日

で
す
。
な
お
、
調
査
デ
ー
タ
は
、

目
的
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
合
先

人
権
課
（

・
７

５
７
５
）

９
月

日

月
４
日

は

子
ど
も
の
人
権

番

強

化
週
間
で
す
。
同

番
で
は
、

い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
、
児

童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問

題
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員

と
法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ

ま
す
（
無
料
。
秘
密
厳
守
）
。

相
談
電
話

０
１
２
０
・

・時
間

９
月

日

月
４

日

午
前
８
時

分

午
後

７
時
（
通
常
は
月

金
曜
日
の

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間

強
化
週
間

午
前
８
時

分

午
後
５
時

分
）

※
祝
日
除
く

（
敬
称
略
、
寄
付
順
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
分

堤
菊

美

１
万
円

荻
野
葎
子

３

万
円

太
閤
道
友
の
会

円

匿
名

５
千
円

藤
飯
京
子

５
千
円

ひ
か
り
交
通

４

千
円

・
（
高
槻
市
民
）

３
千
円

松
政
達
雄

１
万
円

平
成

年
第
５
回
市
議
会
定

例
会
が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
い
ず
れ
も
午
前

時
か

ら
で
す
。
な
お
、
議
事
の
都
合

で
日
程
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

日
程

９
月

日

・

日

本
会
議

問
合
先

議
会
事
務
局
（

・
７
２
１
３
）

審
議
会
な
ど
を
、
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。
傍
聴
希
望
者

は
、
事
前
に
各
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
男
女
共
同
参
画
審
議
会
】

月
２
日

午
後
２
時
か
ら
市
役

所
本
館
３
階
第
２
委
員
会
室

で
。
男
女
共
同
参
画
課
（

・
３
７
４
１
）

【
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
】

月
３
日

午
後
３
時
か
ら
市

役
所
本
館
３
階
第
２
委
員
会
室

で
。
行
革
推
進
課
（

・
７

３
９
８
）

【
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
】

月
８
日

午
後
２
時
か
ら
市

役
所
本
館
３
階
第
２
委
員
会
室

で
。
国
民
健
康
保
険
課
（

・
７
０
７
２
）

【
社
会
福
祉
審
議
会
児
童
福
祉

専
門
分
科
会
】

月
９
日

午

後
２
時
か
ら
市
役
所
本
館
３
階

第
２
委
員
会
室
で
。
子
ど
も
育

成
課
（

・
７
１
７
４
）

【
農
業
委
員
会
定
例
会
】

月

日

午
後
１
時

分
か
ら
本

館
２
階
全
員
協
議
会
室
で
。
農

業
委
員
会
事
務
局
（

・
７

４
２
１
）

ま
す
。
ま
た
、
便
利
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

第
３
期
分
】
納
期
限
は
９
月

日

。
収
納
課
（

・
７
１

５
２
）

【
国
民
健
康
保
険
料
普
通
徴
収

第
６
期
】
納
期
限
は
９
月

日

。
国
民
健
康
保
険
課
（

・
７
０
７
６
）

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て

い
る
納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
が
で
き

納

期

限

納

期

限

日程 時間 駐車場所

１日
原公民館
樫田小学校

２日 柱本小学校

３日
花林苑やまもも公園
埋蔵文化財調査センター

８日
川久保バス停前
磐手公民館

９日 川西小学校
日 松が丘二丁目９番
日 五領小学校

日
府営高槻城東住宅
城南町二丁目かんな児童遊園

日 東上牧二丁目つばき公園

日
総持寺団地
玉川橋団地

日 赤大路コミュニティセンター

日
月見台あやめ児童遊園横
今城塚公民館

日
下田部団地登町住民センター
竹の内コミュニティセンター

日
府営深沢住宅集会所前
大冠北第１コミュニティセンター

日 宮野町サニーハイツ

日程 時間 駐車場所

問合先 移動図書館（ ・ ）

／４／４
月 日 日の 行政

相談週間 に伴い、４日
に総合相談所を開設しま
す。秘密厳守。
日時・会場 月４日
午後１時 ４時 生涯学習
センター１階展示ホール
※無料。受け付けは午後０
時 分 ３時 分
内容 行政・法律・税務
・登記・交通事故・人権・
公正証書・社会保険・警察・測量・建築・宅建・
心配事・消費生活の相談 ※家事・民事調停手続
きの相談は午前 時から総合センター 階相談コ
ーナーで開催
問合先 市民生活相談課（ ・ ）

真
上
公
民
館

／１

来
年
４／

工
事
の
た
め
休
館

／１

来
年
４／

真
上
公
民
館
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
な
ど
の
工
事
の
た
め
、

月
１
日

か
ら
来
年
４
月

日

ま
で
休
館
し
ま
す
。
休
館

中
は
ほ
か
の
公
民
館
を
利
用
す
る
な
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、

月

日

の
真
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
祭
は
開
催

さ
れ
ま
す
。

問
合
先

同
館
（

・
２
５
０
９
）

黄
金
色
の
稲
を

た
く
さ
ん
収
穫
し
た
よ

（９月９日、樫田小学校の学習田）（９月９日、樫田小学校の学習田）

議
会
日
程

議
会
日
程

市市制制施施行行 周周年年 中中核核市市移移行行 周周年年記記念念

放放
置置
自自
転転
車車
リリ
ササ
イイ
クク
ルル
販販
売売

わわ
らら
べべ
うう
たた
ベベ
ビビ
ーー

ママ
ッッ
ササ
ーー
ジジ

英英
語語
リリ
トト
ミミ
ッッ
クク
でで

ハハ
ロロ
ウウ
ィィ
ンン
をを
楽楽

離離
乳乳
食食
講講
座座

審
議
会
な
ど
の
日
程

審
議
会
な
ど
の
日
程

／／

総合相談所を開設
何でもご相談ください何でもご相談ください
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美
し
い
街
な
み
づ
く
り
の
た

め
、
講
義
や
植
栽
実
習
を
通
し

て
技
術
を
学
ぶ
。

月

日

月

日

月
５
日

の
午
後
１
時

分

４
時
に

総
合
セ
ン
タ
ー
６
階
会
議
室

同

階
会
議
室

市
民
会
館

南
側
大
会
議
室
で
。
講
師
は
兵

庫
県
立
淡
路
景
観
園
芸
学
校
教

授
・
平
田
富
士
男
さ
ん
、
元
園

芸
専
門
学
校
准
教
授
・
辻
本
弘

美
さ
ん
。
申
込
順

人
。
千
円
。

申
し
込
み
は
９
月

日

月

日

に
電
話
で
、
環
境
緑

政
課
（

・
７
５
１
２
）
へ
。

い
ず
れ
も
会
場
は
ク
ロ
ス
パ

ル
高
槻
。
申
込
順
各

人
。
申

し
込
み
は
９
月

日

か
ら
電

話
か
直
接
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（

・
３
７
２
４
）
へ
。

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
講
座

青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
講
座

【

ひ
き
こ
も
り
を
共
に
考
え

る

交
流
学
習
会
】

月

日

、

月

日

、

月

日

の
午
後
２
時

５
時
。
講
師

は

法
人
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー

ト
事
務
局
関
西
。
対
象
は

歳

以
上
の
引
き
こ
も
り
の
人
と
そ

の
家
族
、
関
心
の
あ
る
人
。

円（
本
人
と
そ
の
家
族
は
無
料
）

【

不
登
校
を
共
に
考
え
る

交
流
学
習
会
】

月

日

、

月

日

の
午
後
２
時

４

時
。
講
師
は

法
人
ノ
ー

ト
。
対
象
は
不
登
校
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
、関
心
の
あ
る
人
。

無
料

月

日

午
前
９
時

午

後
５
時
に
消
防
本
部
で
。
修
了

証
の
発
行
あ
り
。
対
象
は
高
校

応
急
手
当
講
習
会

応
急
手
当
講
習
会

（
上
級
救
命
講
習
）

（
上
級
救
命
講
習
）

生
以
上
。
申
込
順

人
。
無
料
。

申
し
込
み
は
９
月

日

月

日

に
電
子
申
込
か
直

接
、
最
寄
り
の
消
防
署
へ
。
中

消
防
署
（

・
７
９
９
４
）
。

月

日

日

の

連
続
講
座

世
界
の
女
性
た
ち

連
続
講
座

世
界
の
女
性
た
ち

国
際
理
解
に
向
け
て
・
中
近
東

国
際
理
解
に
向
け
て
・
中
近
東

午
後
２
時

４
時
に
ク
ロ
ス
パ

ル
高
槻
で
。

紛
争
地
に
生
き

る
女
性

派
遣
を
通

し
て
み
た
女
性
問
題
。
講
師
は

ア
ジ
ア
プ
レ
ス
記
者
・
玉
本

英
子
さ
ん

元
青
年
海
外
協
力

隊
・
中
野
貴
行
さ
ん
。
申
込
順

人
。
無
料
。
保
育
あ
り
（
１

歳
６
カ
月

就
学
前
、

人
。

上
島
珈
琲
株
式
会
社

は
昭
和
８
年
に
神
戸
市
内
で

上
島
忠
雄
商
店

と
し
て
創

業
。
そ
の
後
、
コ
ー
ヒ
ー
焙
せ

ん
事
業
に
乗
り
出
し
、
昭
和

年
に
上
島
珈
琲
株
式
会
社
を
設

立
。
平
成
３
年
に
現
社
名
に
変

更
し
、
今
年
、
創
業

周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

同
社
は
、
創
業
以
来

カ
ッ

プ
か
ら
農
園
ま
で

が
理
念
。

生
産
国
の
直
営
農
園
で
苗
木
を

育
て
、
原
料
調
達
、
輸
入
、
研

究
開
発
・
品
質
保
証
、
製
造
、

販
売
、
さ
ら
に
は
文
化
の
創
出

に
至
る
ま
で
、
世
界
で
唯
一
の

一
貫
し
た
コ
ー
ヒ
ー
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

同
工
場
（
辻
子
三
）
は
、
昭

和

年
に
日
本
初
の
フ
ル
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

コ
ー
ヒ
ー
製
造
工
場
と
し
て
竣

工
。
日
本
で
初
め
て
真
空
包
装

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
の
製
造

を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
、
家

庭
用
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー

の
主
力
工
場
と
し
て
、
全
国
へ

製
品
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
の
最
高
の
品
質
、

安
全
・
安
心
、
楽
し
さ
を
創
出

し
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
通

じ
て
人
々
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
シ

ー
ン
に
喜
び
と
感
動
を
届
け
る

同
社
。

唯
一
無
二
の
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
コ
ー
ヒ
ー
カ
ン
パ
ニ

ー

を
目
指
し
、
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
に
挑
戦
し
続
け
て
い
く
企

業
で
す
。

（
産
業
振
興
課
）

申
込
期
限
は

月

日

）
。

申
し
込
み
は
９
月

日

か
ら

電
話
か
直
接
、
男
女
共
同
参
画

課
（

・
３
７
２
５
）
へ
。

月

日

午
後
１
時

分

２
時

分
に
城
跡
公
園
で
。

香
り
玉
づ
く
り
。
講
師
は
あ
し

た
ば
の
会
・
坂
田
南
美
子
さ

ん
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申

し
込
み
は
９
月

日

か
ら
電

話
で
、
環
境
緑
政
課
（

・

７
５
１
２
）
へ
。

月
５
日

午
後
２
時

４

ハ
ー
ブ
講
習
会

ハ
ー
ブ
講
習
会

銀
輪
の
死
角

馬
場
直
子

銀
輪
の
死
角

馬
場
直
子

記
者
の
自
転
車
講
演
会

記
者
の
自
転
車
講
演
会

時

分
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

３
階
会
議
室
で
。申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は
９
月

日

月
３
日

に
電
話
で
、

環
境
緑
政
課
（

・
７
４
８

３
）
へ
。

月

日

、

月
９
日

・

日

、

月
８
日

・

日

の
午
前

時

正
午
に
奥

坂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
。
申
込
順

人
。
２
千
円
。

申
し
込
み
は
９
月

日

か
ら

電
話
で
、
邦
楽
普
及
団
体

え

ん

（

・
６
７
３
３

伊

藤
）
へ
。

子
ど
も
の
た
め
の
楽
し
い

子
ど
も
の
た
め
の
楽
し
い

お
筝
体
験
教
室

お
筝
体
験
教
室

月
５
日

午
後
１
時

分

４
時

分
に
同
大
学
（
奈
佐

原
四
）
で
。
先
着

人
。
無
料
。

同
講
座
委
員
会
（

・
１
０

０
０
）
。

月

日

、

月

日

の
午
後
２
時

３
時

分
に
北

摂
総
合
病
院
（
北
柳
川
町
）
で
。

申
込
順
各

人
。
無
料
。
申
し

込
み
は
９
月

日

か
ら
電
話

で
、
同
病
院
（

・
５
５
８

５
）
へ
。

大
阪
薬
科
大
学
市
民
講
座

大
阪
薬
科
大
学
市
民
講
座

健
康
と
長
寿
の
た
め
の
食

健
康
と
長
寿
の
た
め
の
食

講
演
会
と
認
知
症
サ
ポ
ー

講
演
会
と
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座

タ
ー
養
成
講
座

月

日

午
前

時

正

午
に
同
セ
ン
タ
ー
で
。
講
師
は

庄
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

庄
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

健
康
講
座

セ
ン
タ
ー

健
康
講
座

青
地
能
里
子
さ
ん
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は
９
月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、
同

セ
ン
タ
ー（

・
８
４
０
０
）

へ
。

月
５
日
・

日
、

月
２

女
瀬
川
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

女
瀬
川
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

夜
間
パ
ソ
コ
ン
講
座

タ
ー

夜
間
パ
ソ
コ
ン
講
座

日
・

日
、

月
７
日
・

日

の
土
曜
日
午
後
７
時

９
時
に

同
セ
ン
タ
ー
（

・
６
７
４

８
）
で
。
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
。

講
師
は
水
野
博
さ
ん
、
伊
藤
祠

子
さ
ん
。
申
込
順

人
。
入
会

金
２
千
円
、
月
会
費
５
千
円
。

申
し
込
み
は
９
月

日

か
ら

直
接
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

月

日

・

日

の
午

前

時

正
午
に
阿
武
山
公
民

館
（

・
０
１
８
８
）
で
。

三
島
高
校
ダ
ン
ス
部
と
コ
ラ
ボ

三
島
高
校
ダ
ン
ス
部
と
コ
ラ
ボ

た
の
し
く
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

た
の
し
く
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

講
師
は
三
島
高
校
ダ
ン
ス
部
。

対
象
は
小
学
生
。申
込
順

人
。

月
９
日

午
前

時

正

午
に
阿
武
山
公
民
館
（

・

０
１
８
８
）
で
。
講
師
は
市

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
岸
田
洋
平

人
権
講
座

い
の
ち
の

人
権
講
座

い
の
ち
の

バ
ト
ン

を
つ
な
ご
う

バ
ト
ン

を
つ
な
ご
う

さ
ん
。
申
込
順

人
。
保
育
あ

り
（
申
込
期
限
は

月
１
日

）
。月

日

午
前

時

正

午
に
南
大
冠
公
民
館
（

・

１
４
７
７
）
で
。
講
師
は
市
職

員
。
申
込
順

人
。

月

日

午
前

時

午

後
１
時
に
真
上
公
民
館
（

・
２
５
０
９
）
で
。
講
師
は
料

理
家
・
冨
田
美
紀
さ
ん
。
申
込

順

人
。
千
円
。
保
育
あ
り
（
申

込
期
限
は

月
２
日

）
。

ま
す
ま
す
元
気
大
作
戦

ま
す
ま
す
元
気
大
作
戦

お
話
と
体
操

お
話
と
体
操

地
元
野
菜
で
ヘ
ル
シ
ー

地
元
野
菜
で
ヘ
ル
シ
ー

ク
ッ
キ
ン
グ

ク
ッ
キ
ン
グ

月

日

日

の

午
前

時

正
午
に
北
清
水
公

民
館
（

・
３
１
９
０
）
で
。

お
手
伝
い
編

片
付
け
編
。

講
師
は
家
事
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
海

老
谷
千
代
子
さ
ん
。
申
込
順

人
。
保
育
あ
り
（
申
込
期
限
は

月
７
日

）
。

月

日

正
午

午
後
４

時
、

日

午
前
９
時

分

午
後
４
時
に
城
内
公
民
館
（

・
４
６
４
４
）
で
。
同
館
利

用
者
・
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
展
示

子
ど
も
の
生
き
る
力
を

子
ど
も
の
生
き
る
力
を

育
む

親
学
連
続
講
座

育
む

親
学
連
続
講
座

城
内
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

城
内
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

み
ん
な
お
い
で
よ

公
民
館

み
ん
な
お
い
で
よ

公
民
館

や
発
表
な
ど
。
次
の
催
し
は
事

前
申
し
込
み
が
必
要
。

【
紙
で
作
る
オ
カ
リ
ナ
】

月

日

午
後
１
時

３
時
。
申

込
順

人

【
パ
ソ
コ
ン
で
作
る
は
に
た
ん

バ
ッ
グ
】

月

日

午
後
０

時

分
か
ら

２
時

分
か

ら
。
申
込
順

人
。

円

月

日

午
前

時

正

午
に
五
領
公
民
館
（

・
６

１
６
９
）
で
。
講
師
は
市
人
権

ま
ち
づ
く
り
協
会
・
中
川
春
枝

さ
ん
。
申
込
順

人
。
保
育
あ

り
（
申
込
期
限
は

月

日

）
。

一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
大
切
に

一
人
ひ
と
り
の
違
い
を
大
切
に

映
像

風
の
ひ
び
き

を
見
て

映
像

風
の
ひ
び
き

を
見
て

ライオンズクラブ高槻基金

資格 福祉、文化、スポー
ツ、学術、環境、青少年育成
などに顕著な業績をあげてい
る個人・団体 ※顕彰者・団
体は複数選ばれ、それぞれ

万円の支援金を贈呈
応募方法 月 日（火・
消印有効）までに所定の用紙
を郵送か直接、高槻ライオン
ズクラブ（高槻商工会議所内
〒 ・ 大手町３番 号

・ ）へ。用紙は同ク
ラブで配布

希望を育む 子ども
若者支援をめざして
希望を育む 子ども
若者支援をめざして
いずれも会場はクロスパル高

槻。申込順各 人。無料。申し込
みは９月 日 から電話か直接、
地域教育青少年課（総合センター
階 ・ ）へ。
【 大学生のための総合相談 子
どものこころに寄り添う不登校支
援】 月 日 午後１時 ５時。
講師は 関西大学大学院教授・寺
嶋繁典さん 医師・田中康雄さん
【ひきこもる本人と家族のための
回復のステップ】 月 日 午後
２時 ４時。講師は医師・中垣内
正和さん

福祉講演会

（学習障害）

は僕の
ディスレクシア（読み書

きが困難）がある講師の体
験談。
日時 月 日 午後１
時 ３時 ※無料
会場 障がい者福祉セン
ター
講師 南雲明彦さん
定員 申込順 人
申込方法 ９月 日 か
ら電話か直接または、ファ
クスで、同センター（
・ 、 ・ ）へ

安全・安心

日時 月 日 午後１時 分
３時 分 ※無料。個別相談会
あり
会場 総合センター 階会議室
講師 府住宅リフォームマイス
ター制度推進協議会・古田幸男さ
ん
定員 申込順 人
申込方法 月 日 までに電
子申込か、所定の申込書を持って
直接または、電話かファクスで、
住宅課（市役所本館５階 ・
、 ・ ）へ ※所定の申
込書は同課、各支所、市ホームペ
ージで配布

特
に
記
載
の
な
い
催
し
は

い
ず
れ
も
無
料
。
申
し
込
み

は
９
月

日

か
ら
電
話
か

直
接
、
各
公
民
館
へ
。
保
育

あ
り
の
場
合
、
対
象
は
２
歳

就
学
前
、
各
５
人
。

申
込
方
法

申
込
方
法

シ
リ
ー
ズ

上
島
珈
琲
株
式
会
社
大
阪
工
場

介介
護護
保保
険険
料料
、、
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医

療療
保保
険険
料料
納納
期期
限限
はは
９９
月月

日日

介介
護護
予予
防防
教教
室室

まま
すす
まま
すす
元元
気気
体体
操操

シシ
ニニ
アア
ハハ
イイ
キキ
ンン
ググ

たた
かか
つつ
きき
ふふ
れれ
ああ
いい
ひひ
ろろ
ばば

月月
日日

たた
かか
つつ
きき

協協
働働
フフ
ェェ
スス
タタ

月月

日日日日

消消
費費
者者
のの
ひひ
ろろ
ばば
展展

おお
はは
なな
しし
とと
わわ
らら
べべ
歌歌

遊遊
びび
のの
広広
場場

フフ
ァァ
ーー
スス
トト
シシ
ュュ
ーー
ズズ
のの
話話

べべ
びび
ぃぃ
ぷぷ
らら
ざざ

ベベ
ビビ
ーー

ヨヨ
ガガ
をを
体体
験験
しし
てて
みみ
よよ
うう

親親
子子
歯歯
みみ
がが
きき
教教
室室

地地
域域
にに
開開
くく
保保
育育

月月
のの
予予
定定

季季
節節
性性
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
予予
防防
接接
種種
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月
の
第
１
・
３
土
曜

日
午
前

時

正
午
に
富
田
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
（

・
５
４
５
１
）
で
。
無
料
。
当

日
直
接
、
会
場
へ
。

月
９
日

月

日

月

日

の
午
後
１
時

分

３
時

分
に
市
役
所
本

館
１
階
ロ
ビ
ー
で
。
講
師
は

緑
の
相
談
員
・
池
本
英
爾
さ

ん

同
・
奥
西
正
夫
さ
ん
。
無

料
。当
日
直
接
、会
場
へ
。環
境

緑
政
課
（

・
７
５
１
２
）
。

月

日

午
前

時

正

午
に
今
城
塚
公
民
館
で
。
講
師

は
市
人
権
ま
ち
づ
く
り
協
会
・

西
田
睦
史
さ
ん
。申
込
順

人
。

無
料
。
保
育
あ
り
（
２
歳

就

学
前
、
５
人
。
申
込
期
限
は

月
１
日

）
。
申
し
込
み
は
９

月

日

か
ら
電
話
か
直
接
、

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

解
消
個
別
相
談
会

解
消
個
別
相
談
会

緑
の
相
談

緑
の
相
談

人
権
講
座

映
画
と
お
話

人
権
講
座

映
画
と
お
話

火
垂
る
の
墓
（
実
写
版
）

火
垂
る
の
墓
（
実
写
版
）

地
域
教
育
青
少
年
課
（

・

７
６
５
４
）
へ
。

月

日

午
後
６
時

８

時
に
あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川
周
辺

で
。
講
師
は
大
阪
市
立
自
然
史

博
物
館
友
の
会
評
議
員
・
稲
本

雄
太
さ
ん
。
対
象
は
小
学
生
以

上
（
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同

伴
）
。
申
込
順

人
。
無
料
。

申
し
込
み
は
９
月

日

か
ら

電
話
で
、あ
く
あ
ぴ
あ
芥
川（

・
５
０
４
１
）
へ
。

月

日

・

日

の
午

前

時

午
後
３
時
に
神
峰
山

の
森
自
然
園
（
大
字
原
、
市
営

バ
ス
停

神
峰
山
口

徒
歩

分
）
で
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
が
随
時
ガ
イ
ド
。
無
料
。

当
日
直
接
、
会
場
へ
。
市
み
ど

り
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

（

・
０
６
４
７
）
。

自
然
観
察
会

秋
の
鳴
く
虫

自
然
観
察
会

秋
の
鳴
く
虫

声
を
き
い
て
み
よ
う

声
を
き
い
て
み
よ
う

神
峰
山
の
森
自
然
園

神
峰
山
の
森
自
然
園

秋
の
自
然
観
察
会

秋
の
自
然
観
察
会

図書館の催し
阿武山図書館朗読会

日時 月２日 午後２時 ３時
※無料
会場 阿武山公民館
内容 山本周五郎著 風鈴 。朗読
は小寺池朗読グループ
定員 先着 人
問合先 阿武山図書館（ ・ ）

読書週間講座 いくつに
なっても元気で、楽しく

日時 月 日 午後２時 ３時
分 ※無料
会場 芝生図書館
講師 医師・徳本光昭さん
対象・定員 歳以上 申込順 人
申込方法 ９月 日 から電話か直
接、同館（ ・ ）へ

服部図書館朗読会
日時 月 日 午後２時 ３時

分 ※無料
会場 同館（ ・ ）
内容 藤沢周平著 麦屋町昼下がり 。
朗読は小寺池朗読グループ
定員 先着 人

月
６
日

午
後
２
時

４

時
に
高
槻
現
代
劇
場
で
。
先
着

人
。
無
料
。
同
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
（

・
３
７
３
５
・
８
７

３
４

土
肥
）
。

月

日

午
後
２
時

３

時

分
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
。
先
着

北
摂
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

北
摂
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

秋
の
ポ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト

秋
の
ポ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト

高
槻
市
・
島
本
町
防
犯
大
会

高
槻
市
・
島
本
町
防
犯
大
会

秋の二料を体感
バ ス ツ ア ー

キャンプ場で大冒険

日程 月 日
日 の午前 時市役所前出
発、午後２時解散予定
内容 行き先は二料山
荘。さつまいもの収穫（３
株）、食事など
定員・費用 各 人（多
数抽選） 円（４歳以
下は無料）
申込方法 月 ４日
日 （いずれも必着）ま

でにはがきかファクスに、
住所、氏名、年齢、電話番
号を書いて、農林課（
・ 、 ・ ）へ

日時・会場 月 日 午前
時 午後３時 分 摂津峡青
少年キャンプ場
対象・定員 小学４年生 高
校生 人（多数抽選）
費用 円
申込方法 ９月 日 月
８日（火・必着）に電子申込か往
復はがきまたは、ファクスに、
催し名、住所、氏名（ふりがな）、
性別、学校名・学年、電話番号、
キャンプ場への交通手段を書い
て、地域教育青少年課（ ・
、 ・ ）へ。はがき

・ファクス１枚１人

月

日

道
を
拓
い
た

会
津
の
女
性

月
６
日

激
動
の
時
代
を
生
き
た
画
家

日

昭
和
を
し
た
た
か
に

生
き
た
女
性
。
い
ず
れ
も
午
前

時

正
午
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高

槻
で
。
講
師
は
民
俗
文
化
研
究

家
・
阿
部
靖
子
さ
ん
。
申
込
順

人
。
無
料
。
保
育
あ
り
（
１

歳
６
カ
月

就
学
前
、

人
。

申
込
期
限
は

月

日

）
。

申
し
込
み
は
９
月

日

か
ら

電
話
か
直
接
、
男
女
共
同
参
画

女
性
歴
史
連
続
講
座

時
代
を

女
性
歴
史
連
続
講
座

時
代
を

越
え
て
生
き
た
女
性
た
ち

越
え
て
生
き
た
女
性
た
ち

課
（

・
３
７
２
５
）
へ
。

月

日

午
後
１
時

分

３
時
に
今
城
塚
古
代
歴
史
館

（

・
０
８
２
０
）
で
。
講

師
は
堺
女
子
短
期
大
学
名
誉
学

長
・
塚
口
義
信
さ
ん
。

人
。

円
。
当
日
正
午
か
ら
整
理
券

を
配
布
。

講
演
会

終
末
期
古
墳
と

講
演
会

終
末
期
古
墳
と

そ
の
被
葬
者

そ
の
被
葬
者

月
４
日

午
後
１
時

分

３
時
に
今
城
塚
古
代
歴
史
館

（

・
０
８
２
０
）
で
。
同

館
ト
ピ
ッ
ク
展

古
代
三
島
の

山
陽
道
と
そ
の
周
辺

関
連
講

座
。
講
師
は
同
館
専
門
員
。

人
。
無
料
。
当
日
正
午
か
ら
整

理
券
を
配
布
。

月

日

午
後
１
時

４

時

分
に
今
城
塚
古
代
歴
史
館

で
。
講
演

古
代
の
鵜
飼
儀
礼

同
館
館
長

講
演

古
代
文

学
に
見
る
鵜
飼
の
世
界

京

都
府
立
大
学
教
授
・
山
崎
福
之

古
代
三
島
の
道
官
衙
寺
院

古
代
三
島
の
道
官
衙
寺
院

秋
の
文
化
講
演
会

秋
の
文
化
講
演
会

淀
川
の
古
代
文
化

淀
川
の
古
代
文
化

さ
ん

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

淀
川

の
古
代
文
化

。
申
込
順

人
。

無
料
。
申
し
込
み
は
９
月

日

月
９
日

に
往
復
は
が

き
か
フ
ァ
ク
ス
に
、
住
所
、
氏

名
（
３
人
ま
で
）
、
性
別
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
た
か
つ
き

能
楽
に
親
し
む
会
事
務
局
（
〒

・
０
８
０
３
高
槻
町

番
６

号

・
８
５
６
４
、

・

２
２
０
９
）
へ
。
文
化
財
課
（

・
７
６
５
２
）
。

９
月

日

午
前

時

分

正
午
に
同
歴
史
館
（

・

０
８
２
０
）
で
。
講
師
は
同
館

学
芸
員
。
先
着

人
。

円
。

今
城
塚
古
代
歴
史
館
で

今
城
塚
古
代
歴
史
館
で

ハ
ニ
ワ
づ
く
り
教
室

ハ
ニ
ワ
づ
く
り
教
室

人
。
無
料
。
高
槻
警
察
署
（

・
１
２
３
４
）
。

月

日

午
後
１
時

分

３
時
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

で
。
申
込
順

人
。
前
売
千

円
・
小
学
生

前
売

円
（
当

日
各

円
増
）
。
申
し
込
み
は

９
月

日

月

日

に

電
話
で
、
昔
ば
な
し
語
り
べ
集

団（

６
２
８
７

村
山
）

へ
。

月

日

午
後
７
時

８

時

分
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

で
。
申
込
順

人
。
千

円
。

申
し
込
み
は
９
月

日

月
５
日

に
電
話
で
、
講
談
落

語
友
の
会
（

・
７
６
２
８

太
閤
堂
新
玄
）
へ
。

月

日

午
後
１
時

５

時

日

午
前

時

午
後

昔
ば
な
し

ひ
と
め
ぐ
り

昔
ば
な
し

ひ
と
め
ぐ
り

大
阪

摂
・
河
・
泉

大
阪

摂
・
河
・
泉

高
槻
で
講
談
を
楽
し
む
会

高
槻
で
講
談
を
楽
し
む
会

自
閉
症
者
施
設
協
議
会

自
閉
症
者
施
設
協
議
会

支
援
の
カ
タ
チ
を
考
え
る

支
援
の
カ
タ
チ
を
考
え
る

４
時

分
に
高
槻
現
代
劇
場

で
。
１
日

４
千
円
、
両
日

７
千

円
。
申
し
込
み
は

月

日

ま
で
に
電
話
で
、
社
会

福
祉
法
人
北
摂
杉
の
子
会
（

・
８
１
３
３
）
へ
。

月

日

午
前

時

午

後
３
時
に
上
の
池
公
園
で
。
無

料
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。
同

実
行
委
員
会
（

・
０
６
７

８
）
。

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

月

日

に
イ
オ
ン
高
槻

店
（
萩
之
庄
三
）
で
開
催
。
資

格
は
市
内
在
住
。プ
ロ
の
参
加
、

食
品
・
家
電
製
品
の
販
売
は
不

可
。

区
画
（
１
区
画
約

平

方

、
多
数
抽
選
）
。
１
区
画

２
千
円
。
応
募
は
９
月

日

月
４
日

に
所
定
の
用
紙

を
直
接
、資
源
循
環
推
進
課（
中

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
出
店
者

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
出
店
者

月

日

日

、

日

日

の
午
後
２
時

３
時

分
に
愛
仁
会
総
合
健
康

セ
ン
タ
ー
（
幸
町
）
で
。
視
診
、

問
診
、
聴
打
診
、
血
液
・
尿
検

原
子
爆
弾
被
爆
者
健
康
診
断

原
子
爆
弾
被
爆
者
健
康
診
断

川
町

・
５
３
１
２
）
へ
。

所
定
の
用
紙
は
同
課
で
配
布
。

実
践
的
な
演
習
を
経
て
、
就

労
を
目
指
す
。

月
１
日

来
年
１
月

日

の
午
前
９
時

分

午
後
４
時

分
に
パ
ソ

コ
ン
教
室
は
な
（
高
槻
町
）
で
。

人
（

月

日

に
選
考
面

接
あ
り
）
。
実
費
負
担
あ
り
。

応
募
期
限
は

月
９
日

。
資

格
・
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は

府
人
材
育
成
課
（

・
６
２

１
０
・
９
５
３
１
）
へ
。

精
神
障
が
い
者
対
象
の

精
神
障
が
い
者
対
象
の

基
礎
講
座
受
講
者

基
礎
講
座
受
講
者

査
な
ど
。
無
料
。
当
日
、
被
爆

者
健
康
手
帳
か
健
康
診
断
受
診

者
証
を
持
っ
て
直
接
、会
場
へ
。

保
健
予
防
課
（

・
９
３
３

２
）
。月

日
、

月

日
、

月

日
、
来
年
１
月

日
、
２

月

日
の
土
曜
日
に
城
内
公
民

館
で
。
調
理
実
習
と
講
話
。
講

師
は
市
栄
養
士
会
。
対
象
は
糖

尿
病
の
人
、
そ
の
家
族
。
申
込

順

人
。
１
回
千

円
（
別
途

食
材
費
実
費
）
。
申
し
込
み
は

９
月

日

月
４
日

に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
に
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
糖
尿
病
本

人
か
家
族
か
を
書
い
て
、
市
栄

養
士
会
（

・

・
６
６
４

１

宇
谷
）
へ
。
市
社
会
福
祉

事
業
団
（

・
９
１
１
２
）
。

集
ま
れ

血
糖
が

集
ま
れ

血
糖
が

高
め
の
方
、
そ
の
家
族
の
方

高
め
の
方
、
そ
の
家
族
の
方

伝
言
板

は
市
民
の
皆
さ
ん

に
よ
る
催
し
や
会
員
募
集
の
案

内
を
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
詳
し
く
は
各
連
絡
先
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
し
ま
す

川
久
保
渓
谷
の
自
然
に
触
れ

よ
う

茨
木
・
高
槻
自
然
に
親

し
む
会
が

月

日
午
前
８
時

分
か
ら
川
久
保
渓
谷
で
。

円
（
中
学
生
以
下

円
）
。
大

塚
（

・
１
２
３
２
）

起
立
性
調
節
障
害
高
槻
会

（
情
報
交
換
会
）

月

日
午

後
１
時
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
で
。
対
象
は
同
病
気
を
持
つ

子
の
保
護
者
。

円
。
平
野
（

・
８
４
８
０
・
１
０
４
４
）

不
登
校
を
語
り
合
う
親
の
会

子
育
て
・
不
登
校
支
援
ネ
ッ
ト

ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
が

月

日
午

後
２
時
か
ら
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻

で
。

円
。
嶋
田
（

・
２

３
３
２
）

募
り
ま
す

謡
曲

泰
諷
会
が
毎
月
２
回

火
曜
日
の
午
前
に
ク
ロ
ス
パ
ル

高
槻
な
ど
で
。
月
会
費
２
千

円
。
中
村
（

・
８
０
５
４
）

ヌ
ー
ド
ク
ロ
ッ
キ
ー

市
絵

画
同
好
会
が
毎
週
火
曜
日
の
午

後
に
高
槻
現
代
劇
場
な
ど
で
。

入
会
金
３
千
円
、月
会
費
千
円
、

１
回

円
。
対
象
は

歳
以
上

（
高
校
生
は
不
可
）
。
石
黒
（

・
８
４
２
２
）

マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ

日
本
マ

タ
ニ
テ
ィ

ベ
ビ
ー
研
究
所
が

毎
週
金
曜
日
の
午
前
に
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
。
無
料
。

熊
野
（

・
７
７
３
３
）

た
ま
か
づ
ら
白
桃
俳
句
会

毎
月
第
２
金
曜
日
の
午
後
に
真

上
公
民
館
な
ど
で
。
月
会
費

円
。
竹
谷
（

・
０
６
６
１
）

水
曜
画
会

毎
週
水
曜
日
の

午
後
に
ク
ロ
ス
パ
ル
高
槻
な
ど

で
。
月
会
費
３
千
円
。
伊
田
（

・
７
０
３
５
）

社
交
ダ
ン
ス

ベ
ー
シ
ッ
ク

が
毎
週
土
曜
日
の
午
前
に
大
冠

北
第
２
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
。
入
会
金
千
円
、
月

会
費
３
千
円
。対
象
は
中
級
者
。

宮
島
（

・
９
０
７
２
）

社
交
ダ
ン
ス

シ
ャ
イ
ン
が

毎
週
金
曜
日
の
午
後
に
芥
川
公

民
館
な
ど
で
。
入
会
金
千
円
、

月
会
費
２
千
円
。
対
象
は
初
・

中
級
者
。
阪
口
（

・
５
０

５
３
）

こ
の
み
短
歌
会

毎
月
第
３

日
曜
日
の
午
後
に
ク
ロ
ス
パ
ル

高
槻
な
ど
で
。
月
会
費

円
。

芝
田
（

・
８
２
５
１
）

ロ ー プ
ワーク編
ロ ー プ
ワーク編

●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、８面上欄の例参照●各記事中の 先着 は当日直接、会場へ ●各記事中のはがきでの申し込みは、８面上欄の例参照

今今回回のの開開催催地地はは

高高槻槻城城下下町町エエリリアア

遊遊びび、、宿宿題題、、思思いい思思いいのの時時間間をを過過ごごすす

月月
１１
日日

かか
らら

月月

日日

まま
でで
、、
高高
槻槻
城城
のの
城城
下下
町町
地地
区区
のの

歴歴
史史
遺遺
産産
なな
どど

カカ
所所
をを
巡巡
りり
なな
がが
らら
クク
イイ
ズズ
にに
答答
ええ
るる

高高
槻槻
ええ

ええ
とと
ここ
クク
イイ
ズズ
ララ
リリ
ーー

をを
実実
施施
しし
まま
すす
。。
歴歴
史史
のの
足足
跡跡
をを
たた
どど
りり
、、

高高
槻槻
のの

ええ
ええ
とと
ここ

をを
再再
発発
見見
しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。
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月

日

午
前

時

午

後
３
時

分
に
茨
木
市
立
市
民

体
育
館
で
。
無
料
。
申
し
込
み

は
９
月

日

月

日

に
直
接
ま
た
は
、
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
で
、
障
が
い
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（

・
０
２
６
７
、

・
３
５
０
８
）
へ
。

月

日

午
前

時

時

分
に
萩
谷
総
合
公
園
で
。

対
象
は

歳
以
上
。
申
込
順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は
９
月

日

か
ら
電
話
で
、
み
ど
り

と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
（

・
０
６
４
６
）
へ
。

北
摂
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

北
摂
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

青
空
太
極
拳

青
空
太
極
拳

月

日

サ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

月

日

卓
球
バ
レ
ー
。
い
ず
れ
も

午
後
７
時

８
時

分
に
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
申
込

順
各

人
。
無
料
。
申
し
込
み

は
９
月

日

か
ら

月

日

月

日

ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
、
み
ど
り
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
（

・
０
６
４
６
、

・
７
４
０

９
）
へ
。

月

日

午
前
９
時

正

午
に
萩
谷
総
合
公
園
で
。
申
込

順

人
。
無
料
。
申
し
込
み
は

９
月

日

か
ら
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
、
は
が
き
に
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

ラ
イ
フ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ラ
イ
フ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

ザ
・
ウ
ォ
ー
ク

ザ
・
ウ
ォ
ー
ク

興
課
（

・
７
６
４
９
、

・
８
８
３
６
）
へ
。

い
ず
れ
も
無
料
。当
日
直
接
、

集
合
場
所
へ
。
市
ハ
イ
キ
ン
グ

協
議
会
（

・
３
７
６
１

植
畑
、
午
後
６
時

９
時
）
。

【
体
育
の
日

記
念
市
内
縦
断

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
】

月

日

午
前
９
時
に
樫
田
支
所
前

集
合
。
午
後
５
時
市
営
バ
ス
停

柱
本
解
散
予
定
。
約

【
安
威
川

竜
王
山
登
山
コ
ー

ス
】

月

日

午
前
９
時
市

営
バ
ス
停

関
西
大
学

集
合
。

午
後
３
時

分
市
営
バ
ス
停

塚
原
口

解
散
予
定
。
約

【
天
王
山

水
無
瀬
神
宮
コ
ー

ス
】

月

日

午
前
９
時

山
崎
駅
集
合
。
午
後
３
時
阪

急
水
無
瀬
駅
解
散
予
定
。
約

高
槻
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

高
槻
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

今
年
も
残
す
と
こ
ろ

日
を

切
り
ま
し
た
。
あ
な
た
は
ま
だ

日
も
あ
る
と
考
え
ま
す
か
。

そ
れ
と
も
、
あ
と

日
し
か
な

い
と
考
え
ま
す
か
。

今
年
３
月
に
厚
生
労
働
省
が

発
表
し
た

健
康
づ
く
り
の
た

め
の
身
体
活
動
指
針

で
は
、

＋

（
プ
ラ
ス
・
テ
ン
）

を
合
言
葉
に
、
今
よ
り

分
長

く
歩
く
な
ど
、
身
体
活
動
量
を

毎
日

分
増
や
す
こ
と
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

今
日
か
ら
身
体
活
動
を

分

増
や
す
と
、
来
年
ま
で
に
千
分

（
約

時
間
）
運
動
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
体
重

の

人
が
千
分
速
歩
を
実
施
す
る

と
、
３
千

消
費
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
は

ん
（

）

杯
分
に
相
当
し

ま
す
。

今
よ
り

分
多
く
毎
日
体
を

動
か
す
こ
と
で
、糖
尿
病
、心
臓

病
、脳
卒
中
、が
ん
、ロ
コ
モ
テ

ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
下
欄
）、

う
つ
、
認
知
症
な
ど
に
な
る
リ

ス
ク
を
下
げ
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か
ら
だ
を
動
か
す
機
会
や
環

境
は
、
身
の
回
り
に
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
れ
が

い
つ
な
の
か

ど
こ
な
の

か

、
ご
自
身
の
生
活
を
振
り

返
る
こ
と
か
ら
始
め
、
ご
自
身

に
合
っ
た
＋

（
プ
ラ
ス
・
テ

ン
）を
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
健
康
づ
く
り
推
進
課
）

■
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム

骨
や
関
節
の
病
気
、
筋
力

の
低
下
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
低

下
な
ど
で
転
倒
・
骨
折
し
や
す

く
な
る
こ
と
で
、
自
立
し
た
生

活
が
で
き
な
く
な
り
、
介
護
が

必
要
と
な
る
危
険
性
が
高
い
状

態

各スポーツ連盟・団が開催 【問合先】市スポーツ団体協議会（〒 ・ 野見町２番 号 ・ ）

【会場】 総合体育館、 古曽部防災公園体育館、 堤運動広場体育館、 堤運動広場、 高槻カントリー倶楽部（大字田能）、 総合スポーツセン
タ 陸上競技場、 郡家テニスコート、 萩谷総合公園テニスコート、 庄所運動広場 ☆祝日など開催しない日あり。詳しくは市スポーツ団体協議会へ
【参加料など】団体およびチーム競技は１チーム当たりの参加料。★は登録料などが必要

シ
リ
ー
ズ

自
分
に
あ
っ
た
運
動
を
楽

し
く
続
け
る

安安満満遺遺跡跡青青銅銅祭祭のの出出演演にに向向けけ練練習習

ダダンンススとと音音楽楽でで市市民民とと祝祝ううダダンンススとと音音楽楽でで市市民民とと祝祝うう

フフィィッットトネネススのの無無料料体体験験でで

大会・教室名 日程 時間 対象・定員 会場 参加料など 申込方法など

合
気
道

教室 月
☆

土曜日 ： ：
高校生以上 １回 円 ★ 当日直接、会場へ： ：

日曜日 ： ：
演武大会 ／ ： ： １人 円 ★ ９／ ： ： に直接、会場へ

空手道教室 月の第１
・３日曜日 ☆ ９： ： ５歳以上 当日直接、会場へ

弓道競射大会 ／ ９： ： 弓道場利用許可証取得者 登 録 円
未登録 円 当日９： ９： に直接、会場へ

グラウンド
・ゴルフ

市長杯 ／５

８： ： 小学生以上（小学生は保護者同伴）ほか 円

団体所属の人は各団体へ 個人はファクス
に、住所、氏名、年齢、電話番号を書いて、グ
ラウンド・ゴルフ協会（ ・ ・ 井
澤）へ。申込期限は ９／ ／

交流会 ／
西地区
交流会 ／６

剣

道

秋季市民大会 ／ ９： ：
男子団体（小学１ ４年生 ５ ６
年生 中学生の部）、女子団体（小学
生 中学生の部）※１チーム３人

会員 円、
市内中体連 円

／ までに直接、剣道連盟事務局（
・ ）へ

審判講習会 ／６ ： ： 一般 登録 無料、
未登録 円 当日 ： に直接、会場へ

小・中学生教室 月の月曜
日 ☆ ： ： 小・中学生 登録 無料、

未登録 円 当日 ： に直接、会場へ

女性教室 月の第１
３木曜日 ９： ： 女性 登録 無料、

未登録 円

当日９： に直接、会場へ

一般教室 月の第２
・４土曜日 ☆ ： ： 高校生以上 ほか 当日 ： に直接、会場へ

ゴルフ連盟杯大会 ／ ８： ： 一般 円 ★ ／ までに電話で、ゴルフ連盟事務局（高
槻カントリー倶楽部内 ・ 仲尾）へ

サッカー市教委杯大
会

／１ 来年
３／ ９： ： 社会人 ※１チーム 人以上 ほか

円 ※未登録チ
ームは登録料 円

／ ： ： に直接、市民会館南
側小会議室へ

柔道教室 少年 月の水・
金曜日

： ： 小学生 入会金 円
月会費 円

当日直接、会場へ一般 ： ： 中学生以上

少林寺拳法教室 ／６、 ／ 、
／ の日曜日 ： ： 小学生以上 １回 円

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

市長杯新人大会
（個人戦） ／

９： ：

男子・女子の部 ※２人１ペア 一般 円、
高校生 円 ★

／ ： ： に直接、市スポーツ
団体協議会へ

ジュニア大会小
学生の部 ／ 小学生 １人 円

／ （土・必着） ／ （金・必着）まで
に所定の申込用紙を書いて、ソフトテニス連
盟へ。所定の用紙は市スポーツ団体協議会で
配布

後藤杯
近府県大
会（個人
戦）

２部

／

混合ペア 合計 歳以上（男子
歳・女子 歳以上）、女子ペア
合計 歳以上（各 歳以上）

円 ※大会当
日の年齢。２人１ペア３部

混合ペア 合計 歳以上（男子
歳・女子 歳以上）、女子ペア
合計 歳以上（各 歳以上）

１部 ／３
混合ペア 合計 歳以上（男子
歳・女子 歳以上）、女子ペア
合計 歳以上（各 歳以上）

ジュニア大会中学
生の部（個人戦） ／ 男子・女子の部 ※２人１ペア 円

／ （木 必着）までに封書に、住所、氏名、学
年、電話番号を書いて、ソフトテニス連盟（〒
・ 西冠三丁目 番 号 大田純子）へ

卓

球

教室 ／ ： ： 人 一般 円、
高校生以下 円 当日 ： ： に直接、会場へ

連盟会長杯３ダブ
ルス団体戦大会 ／ ９： ：

一般の部、シニアの部（平均 歳
以上）、ジュニアの部（中学生以下）
※１チーム３人以上

一般 円、高校
生以下 円
※混合チームは一般扱
い ★

／６（水・必着）までにはがきかファクス
に、住所、氏名、年齢、電話番号を書いて、
卓球連盟（〒 ・ 東五百住町一丁目７番
号 ・ 柳瀬高 ）か ／９ ：
： に直接、市スポーツ団体協議会へ

日本拳法教室

月の木・
土曜日 ☆

： ： 小学生以上 月会費 円 当日直接、会場へ／８・ 、
／ ・ 、 ／
・ の火曜日

バ
ス
ケ
ッ
ト

教室 ／ ９： ： 人 １人 円 当日９： ： に直接、会場へ
審判講習会 ： ： 当日 ： ： に直接、会場へ

市長杯大会 ／ ９： ： 小学生・中学生・一般 ※ ／
の審判講習会に２人以上要参加

登録 円、
未登録 円 ★

／ ： ： に直接、総合体育館
へ／３ ・

バレーボール６人制
ミックスウィナーズ

大会
／ ９： ： 男女混合 円 ／ ： ： に直接、市スポーツ

団体協議会へ

ラグビー教室 月の日曜
日 ９： ： ３歳 小学生 ほか

事前にラグビー連盟（ ・ 谷口）へ
電話の上、会場へ

レスリング教室

月の土曜
日

： ： ５歳 小学生
月会費 円

当日直接、会場へ
／２、 ／６、
／４の水曜日 １回 円

大会・教室名 日程 時間 対象・定員 会場 参加料など 申込方法など
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安安満満遺遺跡跡青青銅銅祭祭をを開開催催
（（２２面面））

市市のの手手続続ききやや制制度度、、催催ししななどどはは

午午前前８８時時 午午後後９９時時
（（年年中中無無休休））

おおかかけけ間間違違いいににごご注注意意くくだだささいい

６６
・・
７７
面面
へへ

続続

くく

ヤヤ
レレ
ササ
ーー

ここ
ここ
はは
大大
塚塚
榎榎
のの
茶茶
屋屋
じじ
ゃゃ

ヤヤ
レレ
ササ
ーー

ヨヨ
イイ
ーー

ヨヨ
イイ
ヨヨ
ーー

広広
いい
淀淀
川川
のの
水水
面面
をを
伸伸
びび
やや
かか
にに
響響
きき
渡渡
るる
声声

。。
ここ
れれ
はは

江江
戸戸
時時
代代
にに
、、
京京
都都
・・
伏伏
見見
とと
大大
坂坂
・・
八八
軒軒
家家
をを
結結
んん
でで
淀淀
川川
をを

行行
きき
来来
しし
たた
乗乗
合合
旅旅
客客
船船
・・
三三
十十
石石
船船
のの
船船
頭頭
がが
唄唄
っっ
てて
いい
たた

淀淀
川川
三三
十十
石石
船船
船船
唄唄

のの
一一
節節
でで
すす
。。

今今
はは
姿姿
をを
消消
しし
たた
三三
十十
石石
船船
でで
すす
がが
、、
唄唄
はは
多多
くく
のの
人人
にに
親親
しし

まま
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
形形
やや
物物
でで
はは
なな
いい

唄唄

がが
現現
在在
まま
でで
残残
っっ
てて

いい
るる
のの
はは
、、
長長
年年
にに
わわ
たた
りり
唄唄
いい
継継
いい
でで
きき
たた
人人
々々
がが
いい
るる
かか
らら

でで
すす
。。

今今
号号
でで
はは
、、
情情
熱熱
をを
かか
けけ
てて
船船
唄唄
をを
今今
にに
唄唄
いい
継継
ぐぐ
人人
々々
をを
取取

材材
しし
まま
しし
たた
。。
船船
唄唄
のの
魅魅
力力
をを
探探
るる
とと
とと
もも
にに
、、
地地
域域
のの
文文
化化
とと

歴歴
史史
をを
守守
るる
大大
切切
ささ
をを
考考
ええ
まま
すす
。。

特特集集

淀淀川川三三十十石石船船船船唄唄

電
子
黒
板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

機器の活用で分かりやすい授業

市
で
は
、
授
業
の

（
情

報
通
信
技
術
）化
を
進
め
て
お
り
、

今
年
度
、
全
市
立
中
学
校
に
電
子

黒
板
機
能
付
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

な
ど
を
導
入
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
機
器
を
活
用
し
た
授

業
の
あ
り
方
を
先
行
し
て
研
究
し

て
い
る
芝
谷
中
学
校
で
９
月
４

日
、公
開
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

映
し
出
さ
れ
た
画
像
に
直
接
書
き

込
み
を
し
た
り
、
動
画
を
再
生
し

た
り
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
授
業

に
、
生
徒
た
ち
か
ら
は

教
科
書

だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
部

分
も
分
か
り
や
す
か
っ
た

と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

コスモスロード三島江三島江

昨年のコスモスロード昨年のコスモスロード

コ
ス
モ
ス
ロ
ー
ド

の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
三
島
江

地
区
の
休
耕
田
が

月
１
日

日

に
無
料
で
開
放
さ
れ

ま
す
。
見
頃
は

月
中
旬
。
摘

み
取
り
は
で
き
ま
せ
ん
。な
お
、

車
で
の
来
場
は
遠
慮
く
だ
さ

い
。

交
通
案
内

高
槻
駅
南
側

ま
た
は
、
阪
急
高
槻
市
駅
北
側

か
ら
市
営
バ
ス

柱
本
団
地

行
き
乗
車
、

三
島
江
南
口

下
車
。
北
東
へ
徒
歩
５
分

問
合
先

神
安
土
地
改
良
区

（

・

・
２
５
５
１
）

市マスコットキャラクター・はにたん

田 （たじり）トウさん
は
に
た
ん
が
銀
行
で
注
意
呼
び
掛
け

９
月

日
、
り
そ
な
銀
行
高

槻
支
店
で
、
は
に
た
ん
が
特
殊

詐
欺
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
長

と
し
て
被
害
防
止
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
は
に
た
ん
と
銀
行
員
ら
が

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

な
ど
と
来
店
者
に
声

を
掛
け
な
が
ら
、
啓
発
チ
ラ
シ

と
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
約

個
を
配
布
し
ま
し
た
。

総合センター１階ロビー
松が丘水彩画同好会展
月４日 日

高槻駅南側地下通路
フォトさんぽ写真展
月１日 日

墨彩画同好会展
月１日 日

ミング・阪急高槻２階
フォトクラブ遊・遊写真展
９月 日 月２日
木彫りを楽しむ会展
月４日 ９日

生涯学習センター１階
国際平和ポスター展
９月 日 ・ 日
シルバーフェスティバル
月９日 ・ 日

クロスパル高槻７階
遊彩会水彩画作品展
９月 日 月１日
水景会水墨画作品展
月３日 ８日

展示スケジュール展示スケジュール

桃園ギャラリー桃園ギャラリー

えきちかギャラリーえきちかギャラリー

展示館けやき展示館けやき

展示ホール展示ホール

交流ギャラリーはなみずき交流ギャラリーはなみずき

市広報番組案内市広報番組案内

ケーブルテレビ

情報情報
ワイドたかつきワイドたかつき

クローズアップ 地域の子どもたちを見
守る セーフティボラ
ンティア

高槻現代劇場公演情報 ベートーベン 第九

私達のコミュニティ 庄所地区 桜並木と歴

史のまち

ホット 高槻 だまされないで 悪質
商法

クローズアップ 地域の子どもたちを見
守る セーフティボラ
ンティア

高槻現代劇場公演情報 ベートーベン 第九

私達のコミュニティ 庄所地区 桜並木と歴

史のまち

ホット 高槻 だまされないで 悪質
商法

○９月 日 日 放送○９月 日 日 放送

○ 月１日 ９日 放送○ 月１日 ９日 放送

※放送は毎日９時・ 時 分・ 時・ 時 分から 分

京フィルといっしょ

クリスマスキャロルから名作ア
ニメの懐かしい歌、ゲストのロ
ーリーさん作詞のクラシックの
名曲など
共演：市少年少女合唱団
指揮：森香織
ゲスト： （ローリー）

月 日 午後３時開演
中ホール（全席指定）
一般 円（ 歳以下 円）
※３歳以上入場可
９月 日 発売（電話予約は午
後２時から）
※友の会先行発売 割り引きあり

高 槻 現 代 劇 場高 槻 現 代 劇 場
［市民会館・文化ホール］

チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

［市民会館・文化ホール］
チケット受付 問合先

受付時間：午前 時 午後５時

※友の会前売りだけ割
り引きあり。未就学児
は入場不可

中川イサト 岸部眞明

アコースティック・ライブ

月 日 午後６時開演
中ホール（全席自由）一般 円（当日
円）、高校生以下・障がいのある人 円
発売中

本紙は古紙配合率70％の紙に、植物性大豆油インキで印刷しています　　�【人口】 人（ ）【世帯数】 世帯（＋ ） ８月末現在（前月比）【人口】 人（ ）【世帯数】 世帯（＋ ） ８月末現在（前月比）

五つの赤い風船 結成時メンバー中川イサト
のライブステージ。岸部眞明との華麗なギター
テクニックとトークと歌で幸せ時間

月 日 午後２時開演
レセプションルーム（全席自由）
一般 円（当日 円） 発売中
※友の会割り引きあり。未就学児は入場不可

９月２日、敬老の日を前に濱田剛史
市長が市内最高齢の田 トウさん（
歳）を訪問し長寿を祝いました。
普段からおしゃれな田 さんに、お

祝いの言葉と花束、香水を贈呈。田
さんは 感謝の気持ちで言葉がでませ
ん。ありがとうございます としっか
りとした口調で話しました。

丸


